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教室開講 20 周年、KOTOSG15 周年に寄せて 

 

京都府立医科大学大学院医学研究科 

先進医療・ゲノム医科学分野血液内科学教室 教授        

京都血液臨床研究グループ KOTOSG 会長 

黒田純也 

 

京都府立医科大学は、明治 5 年に青蓮院に市民の支援で設立された療養所を起源とし、以来、地域の

要請に応える高い志と実力を備えた医師・医学者の育成を使命としてきました。大学と附属病院の出

発点には、常に市民と現場があり、この経緯に導かれる精神と学風こそが私たちの誇りであり、存在

意義の根幹です。2005 年に開設された当教室も、この理念を受け継いでいます。私たちは、大学や同

門組織が個別に分断して機能するのではなく、医療地政的視野をもとに連携した 「京都府立医科大学

関連血液診療ブロック」を構築することで、近隣地域に高水準な血液診療を均てん化して提供できる

体制を目指しています。そして、私たちがお任せいただく地域の血液診療が、常に本邦の最高レベル

であることを責務とし、その実現のため、科学的根拠に基づく安定した診療の実践力、難病や未解決

の課題に継続的に挑む気持ち、いたわりの心を併せ持ち、また、互いに支え合い、持続的な社会貢献

を果たそうとする血液内科医・血液医学研究者の集まりでありたいと思います。 

われわれの教室、ならびに同門のモットーは、「血液疾患の患者さんの光となる診療と研究」を

展開していくこと、それを実現する「人材の養成」と「システムの構築」を推進していくことです。

血液内科領域は、疾患種、治療法が多岐にわたり、さらに支持療法も複雑に組み合わされた高度な診

療分野ですが、それぞれの領域での進歩やエビデンスの蓄積が非常に速いスピードで進むなか、新し

い診療技術や治療法は、「導入」から「実践」、そして「標準的な医療」へと、確実かつ迅速に定着さ

せていくことが求められます。一方、進歩によって既存の問題の一部は解決されますが、新しい課題

が次々と現れてきます。たとえば、新たな治療抵抗性メカニズムの登場や治療効果規定因子の変化な

どが新たな課題として生まれ、実際には新しく生まれる課題の方が多いとも言えます。こうした変化

が続くなかで、常に質の高い医療を提供し続けるためには、科学的で論理的な思考力、先入観にとら

われない観察力と判断力といった基礎力と、変化に対応する柔軟性、そして冷静さと勇気をもって決

断・行動する力を併せ持つことが医療者には求められます。また、様々な最先端治療の進歩の一方、

長期療養的診療や緩和ケアの必要性も高まっています。こうした多様な医療ニーズに偏りなく応える

ことこそ、私たちの社会的な使命です。そのためには、すべての医療従事者が領域横断的な基本診療

力を共有しながら、それぞれが専門性や得意分野を持ち、互いに補い合えるチーム体制を整えること
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が、「医療の均てん化」と「機能分化」の両立を可能にします。その持続可能な仕組みを築くために

は、人材と医療施設の充実が欠かせません。そこで私たちは臨床医学教室として、こうした考えに基

づき、5 つの柱を軸とした取り組みを進めています。 

 

1. 常に本邦最前線の臨床研究の中核であること 

医学の発展に貢献し、同時に地域に最良の医療を継続的に届けるためには、教室員・同門員が常に最

先端の血液診療に触れながら実力を高め、優れた医師・研究者との交流を通じて知識・技術・経験を

得て、それらを現場で速やかに実践できる環境を整えることが重要です。そのため、私たちは、まず

第一に国内の最前線の臨床研究グループの中核として活動できるように努めています。 

教室設立当初は、多施設共同研究において中心的な役割を担うことは容易ではありませんでした

が、現在では、教室員・同門員が JCOG （日本臨床腫瘍グループ）のリンパ腫グループにおける多発

性骨髄腫小班の班長、JCOG2008 試験（未治療の高腫瘍量濾胞性リンパ腫に対する第 III 相試験）の

研究事務局としての立案・主導など、重要なポジションをお任せいただけるようになってきました。

学会活動においても、日本血液学会理事、日本骨髄腫学会副理事長、日本内科学会学会誌副編集主任、

日本アミロイドーシス学会理事、日本骨髄腫学会監事、ならびに各種委員会委員として、多角的に学

術的社会的活動に寄与しています。若手も成長途上にあり、日本血液学会や日本造血・免疫細胞療法

学会、西日本血液臨床研究グループ等の多施設共同研究の筆頭著者を担当するほか、JCOG における

新規研究を主導すべく挑戦中です。教室から複数の JCOG 研究を同時に主導することができるように

なれば大きな名誉であり、初代教授・谷脇雅史先生が 20 年前に蒔かれた種が、いま芽吹き始めてい

ます。役割をいただけることの有り難さを忘れず、継承できるよう精進していきたいと思います。 

これらの取り組みは、血液医学の進展への貢献という本来の目的に加え、教室・同門の存在感を

高め、社会への発信力や教育機能の強化につながります。また、こうした活動がさらに新たな機会を

呼び込むという好循環を生み出し、次世代に、より大きな挑戦の場と成長の機会を提供できるでしょ

う。そして大事なことは、最終的には目の前の患者さんに、より充実した医療が届く体制の拡充につ

ながるということです。若手同門員には、実力を磨き、視野を広げ、日本の臨床研究を担う人材へと

成長してほしいと願っています。そしてその力を、社会と未来の医療のために還元していくことが私

たちの教室の本来の使命であり、教室が 2005 年に本学に設置された意図そのものだと思います。 

 

2. 良質な血液診療の均てん化と偏在解消への挑戦 

教室は現在、大学を含め 11 の診療機関に血液内科医を常勤医として派遣し、すべての施設において高

水準の血液診療を実践しています。うち 4 施設では、非血縁同種移植、HLA 半合致移植、臍帯血移植

を含むすべての造血幹細胞移植が実施可能であり、ほぼすべての施設で自家末梢血幹細胞移植に対応、
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さらに 2 施設で CAR-T 細胞療法も実施しています。これらの施設は緊密な連携体制を構築し、患者さ

んがどの診療機関で初療を開始しても、必要に応じて先進的医療をネットワーク内で安定的、かつ速

やかに提供できる体制を整えています。 

また、常勤専門医が設置できない地域では、12 施設で血液内科非常勤外来を開設させていただき、

血液内科医療の地域偏在という構造的課題の解決に取り組んでいます。加えて、長期療養や緩和医療

といったニーズの多様化にも柔軟に対応すべく、幅広いスキルを持つ人材の育成・確保にも注力して

います。こうした取り組みを通じて、血液診療の 「高度先進化」、 「均てん化」、「地域偏在の解消」

と「機能分化」の同時に成立させ、さらなる拡充を目指しています。 

 

3. 京都血液臨床研究グループでの臨床研究と基礎・探索的研究の両輪駆動によるオリジナル研究 

3 つ目の戦略の柱は、2010 年に立ち上げた「京都血液臨床研究グループ（Kyoto Clinical Hematology Study 

Group ：KOTOSG）」による臨床研究を主体とする活動、ならびに臨床課題をきっかけとする 「臨床に

役立つ基礎・探索的研究」へのリバースによるオリジナリティーある研究の推進です。 

KOTOSG は、日常診療に根ざした臨床的疑問を起点に、多施設共同で実地医療の実態を可視化し、

ピボタル・トライアル等との比較を通じて「京都府立医大関連ブロックの実際はどうなのか？」とい

う、地域 ・現場でのエビデンスを検証的に創出し、研究成果を国内外に発信することを目的としていま

す。現場に即したデータは日常診療に顧みられ、臨床課題の抽出と改善への道しるべとなり、グループ

内での自己・相互確認、時に反省を通じて診療水準の底上げと均てん化が進みます。さらに KOTOSG

から得られた臨床的問題点、つまり「現場は何が必要なのか」を基礎 ・探索的研究の“シーズ”とし、難

治病態や治療抵抗性の解明、新規分子標的治療や診断技術、腫瘍免疫監視機構破綻への戦略的アプロ

ーチなど、多様な研究テーマに発展させ、医学と医療の発展に貢献したいと考えています。同時に、こ

のような研究の機会を通じて、同門医師は生涯にわたって学術的 ・研究的思考力を涵養し、一方、血液

診療グループとしては施設を超えた信頼と連携が深化し、一体感・団結力が醸成されます。 

 

 

 

 

 

 

（2016 年 血液内科教授選考セミナー  

黒田純也 発表スライドより） 
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KOTOSG の活動に参画することにより、個人では成し得なかった成果を共有し合い、ひとりの 「医

師」として、また、 「個人」としての 「承認欲求」や 「自己実現」を超える「自己超越」を体現してい

ただき、個々が持つ医科学者としての一側面の充足に近づいてもらいたいと願っています。また、若手

は KOTOSG を研鑽の場として将来の国内外での大規模な臨床研究、あるいは基礎研究に挑戦するため

の実力を養い、一人でも多くが新たなリーダーへと成長してもらえれば、と願っています。 

 

4. 最新治療を地域へ ～未承認薬治験への積極的な参画～ 

ドラッグラグの解消は、わが国にとって重要な課題の一つです。教室および同門組織は未承認薬の治

験に積極的に取り組み、関連施設内で情報を共有し、世界最新の治療を日本、とりわけ京都と近隣地域

でも公平に受けてもらえる環境づくりを進めています。教室は、血液疾患の分野において第 1 相試験

を実施できる施設として高く評価されており、これまでに第 1～3 相試験をあわせて 200 件以上の治験

に参加してきました。現在も 25 件の企業主導治験が進行中で、今後も毎月のように新たな試験が始ま

る見込みです。また、単に治験を受動的に実践するだけでなく、経験を活かし、時には新薬の開発段階

からアドバイザーとして関わり、より良い形での日本の診療現場への導入にも貢献する立場でありた

いと考えています。教室および同門が、新薬を日本に導入する「入り口」のひとつとして医薬業界から

認識され、最先端治療をいち早く導入し、教育活動に活かし、外部資金の獲得にもつながるという複合

的な効果に繋がることから、大きな強みであり、重要な柱となっています。 

 

5. You will never walk alone. 

最後に。 

私たちはそれぞれ、個人として、また医療者としての人生を歩んでいます。そのなかで医師・医学者とし

て費やす時間は、決して短くはありません。長い道のりの中で、多様なライフスタイルや価値観を大切に

しながら生きていくこと、時に人生の困難に立ち向かうことは一人きりで成し遂げられるものではありま

せん。時には、前に進むことすら難しく感じることもあるでしょう。しかし、皆さんにはそれぞれが積み

上げてきた努力や、胸に秘めた高い志を、決して簡単に手放してほしくありません。それを失うことは、

個人としての損失にとどまらず、社会や患者さんにとっても大きな損失です。どんな時も同じ道を歩む同

門の仲間として支え合えっていきたいと思います。さまざまな個性や強みを持つ私たちが「血液内科医と

しての高い専門性と、広い視野での社会貢献」という共通の目標を共有しながら、互いを尊重し、思いや

り、柔軟性と協調性、そして支え合って診療や研究に取り組むことができれば、苦労も喜びも分かち合え

る豊かな関係を築けるはずです。医療や医学への貢献のかたちは、ひとりひとり異なっていて構いません。

京都府立医科大学血液内科では、そうした多様な思いを共有できる仲間が集まり、互いに鼓舞し合うこと

で血液医学の進歩と地域医療に貢献し、一方、困難には互助の精神のもと、具体性ある施策や工夫によっ
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て補い支え合うことで立ち向かい、その結果、社会からの信頼を得、同門員は皆が医師として秘めた誇り

を心に持ち、安心して血液内科医を継続でき、多様な形で社会貢献する 「血液診療ブロック」をともに築

いていきたいと願っています。「組織」とは、そのためのものだと思います。 

 

このように教室の活動と構成、KOTOSG の学術活動の根底には、本学の設立の意図と関連施設との長

い歴史に根差す 「地域医療への貢献」、 「医科学貢献」、そして「教育」についての三位一体の理念が

あります。今回、開講 20 年、KOTOSG 発足 15 年を迎える節目に、これまでの研究成果を記念誌とし

てまとめました。医学が日々進化するなか、この記念誌はあくまでも「通過点」に過ぎません。次世代

を担う若手から中堅の同門員には、組織運営の成熟を視野に入れながら、血液医学の深化、地域への社

会貢献のための、より良いチームの形成に貢献してほしいと強く願っています。 

 

私が診療と研究において、大切にしている偉人の言葉を、これからの世代に贈りたいと思います。 

「いかなる学問や研究も、それ自体をどう使えばよいかは教えてくれない。一方、現実生活を

よく観察すれば、学問によらずとも学問に優る知恵を体得しうる」  

           フランシス・ベーコン（1561–1626） 

臨床では 「何を考えるべきなのか」、研究では 「なぜその研究をするのか」という本質的な問いを大切

にし、課題の解決と新たな領域に挑戦してください。研究とは、そのゼロ地点となる 「テーマと動機」

こそが、価値の多くを決定づけるのです。そして、診療は、いかに課題を正しく認知し、その克服に向

けて必要な戦略をとることが出来るか、次におこる事態を予見するかが重要です。良質な論文や教科

書から学び、知識を蓄えることは極めて重要です。しかし、知識は断片のままでは生きた力にはなりま

せん。日々の診療現場における「観察」が大切です。自身の目で見て、感じた現象に知識を結びつける

ことで、初めて知識は体系として息づき、応用可能な「知恵」へと昇華され、行動として具現化、未来

に必要な研究課題が浮き彫りになります。その過程では常に常識 ・固定観念や先入観に縛られすぎるこ

となく、俯瞰的な視点で自身の行動様式と物事を捉え、見逃している課題や疑問がないかを自問してほ

しいと思います。そして、ひとたび問いを見出したならば、その解決には自ら考え、手を動かし、信念

をもって解決に向かって挑んでください。知恵と実行力と胆力、そして、永久に未完成であることを知

り、謙虚に問い、挑み続ける姿勢を持ち、互助のもと、多様なアプローチによって血液病という理不尽

との戦いに挑み続ける血液内科医の研鑽、成長、活躍のためのプラットホームを、教室と同門は造り続

けていきたいと思います。 

令和 7 年 4 月 5 日 記 
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1990 年 京都府立医科大学 入学 
1996 年 京都府立医科大学 卒業 
1996 年 京都府立医科大学 第 1 内科学教室 研修医 
1998 年 京都第 2 赤十字病院 内科（血液内科）臨床修練医 
2000 年 京都府立医科大学大学院 入学 
2002 年 京都大学医学部  特別派遣研究留学生 
2004 年 医学博士 
2004 年  The Walter and Eliza Hall Institute of Medical Research (Australia)  

Visiting academic 
2006 年 京都府知事直轄組織 職員総務課 総括産業医 

京都府立医科大学大学院 血液・腫瘍内科学教室 併任助手 
2008 年 京都府立医科大学附属病院 血液内科 病院助教 
2009 年  京都府立医科大学大学院 血液・腫瘍内科学教室 学内講師  
2011 年 同 講師 
2016 年  京都府立医科大学大学院医学研究科 血液内科学 教授 

京都府立医科大学附属病院  血液内科 診療部長 
同 遺伝子診療部 部長 

2022 年  京都府立医科大学大学院医学研究科遺伝カウンセリングコース 教授（兼） 
 

資格等 医学博士、日本内科学会総合内科専門医、日本血液学会認定専門医・認定指導医、 
日本造血・免疫細胞療法学会造血細胞移植認定医、細胞治療認定管理師 

 
学会活動 
日本血液学会 理事 

評議員 
診療委員会（診療実務関連）副委員長 
専門医認定委員会 副委員長 
プログラム企画委員会 骨髄腫領域委員長 
診療委員会（医薬品等承認・供給）委員 
MM 研究実行委員会 委員 
造血器腫瘍診療ガイドライン執筆委員 

 
日本骨髄腫学会 副理事長 
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診療委員会委員長 
総務委員会委員 
学術誌編集委員 

日本内科学会 評議員 
日本内科学会雑誌 副編集主任 

日本臨床腫瘍グループリンパ腫グループ  
多発性骨髄腫小班長 
多発性骨髄腫細胞免疫療法小委員会委員長 

日本臨床腫瘍学会   新臨床腫瘍学査読委員会委員 
日本造血・免疫細胞療法学会 評議員 
日本血液疾患免疫療法学会  評議員 
近畿血液学地方会   幹事 
日本成人白血病治療共同研究グループプロトコール審査委員 
西日本血液臨床研究グループ 役員、プロトコール委員 
関西ミエローマフォーラム   幹事 
日本細胞移植研究会  プロトコール委員 
NPO 法人遺伝カウンセリングジャパン 理事 

 
受賞歴 
1. 令和 7 年度日本白血病研究基金研究助成事業・一般研究賞 
2. 京都健康管理研究会 令和 5 年度研究助成 
3. 先進医薬研究振興財団. 2022 年度「血液医学分野助成」第 41 回一般研究助成 
4. 2019 年度ブリストル・マイヤーズスクイブ研究助成.  
5. 平成 30 年一般財団法人京都予防医学センターがん研究助成  
6. 平成 30 年度日本白血病研究基金研究助成事業・一般研究賞 
7. Bristol-Myers Squibb Cyber Grant. 平成 27 年 11 月 
8. 2015 年度 武田科学振興財団 医学研究奨励（癌領域・基礎） 
9. アストラゼネカ・R&D・グラント 2014.  
10. 平成 24 年度（第 17 回）公益財団法人篷庵社 特別研究助成 
11. 平成 23 年度持田記念医学薬学振興財団研究助成 
12. 平成 22 年度京都府公立大学法人若手研究者育成支援費 
13. 平成 22 年度かなえ医薬振興財団 研究助成金 
14. 平成 21 年度堀之内朗研究助成・基礎部門 
15. 平成 21 年度佐川がん研究助成 
16. 平成 19 年度日本白血病研究基金研究助成事業・学会推薦臨床学研究助成・一般研究賞 
17. 平成 18 年度第 1 回小林がん学術振興会がん薬物治療法分野における先駆的研究者の発掘と奨学

研究助成（基礎） 
18. 黒住医学研究振興財団 平成 18 年度第 14 回研究助成金 
19. 公益信託原口記念癌研究助成基金 平成 18 年度研究助成金 
20. 上原記念生命科学財団 平成 16 年度海外留学助成金リサーチフェローシップ 
21. 東洋紡百周年記念バイオテクノロジー研究財団 平成 16 年度長期研究助成金 
22. 東洋紡百周年記念バイオテクノロジー研究財団 平成 15 年度短期研究助成金（春期） 
23. 東京生化学研究会 平成 16 年度研究奨励金 
24. 平成 16 年京都府医学振興会 島村基金 
25. 平成 15 年度京都府立医科大学学友会青蓮賞 

（令和 7 年 8 月時点） 
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2019 年 4 月 賀茂大橋から 

 

 

2024 年初夏の鴨川と大学 
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京都府立医科大学 名誉教授 

一般社団法人愛生会 介護老人保健施設おおやけの里 施設長 

谷 脇 雅 史 

はじめに 

内科学教室 血液内科学部門（以下血液内科学教室）は，本年で開講 20 周年を迎えます．母体となる

血液・腫瘍内科学教室の開講は平成 17（2005）年 11 月 1 日であり，平成 28（2016）年 11 月 1 日に

黒田純也教授の就任を機に，教室の名称が血液内科学に変更されました．一方，京都血液臨床研究グ

ループ（KOTOSG; Kyoto Clinical Hematology Study Group）の設立は 2010 年 10 月であり，今年で 15

年目を迎えます． KOTOSG をキーワードにして PubMed で検索すると，2019 年から論文がヒットす

るようになりました．最近公表されている論文には，著者として”KOTOSG investigators”が記載されて

いるからです．KOTOSG investigators で論文が公表できるところまで，組織が成長しました．  

  この様に，診療，研究，教育の何れの分野におきましても順調な発展をとげておりますのも，教

室を支えておられる黒田教授を初めスタッフの先生方のご尽力によるものと，心から敬服いたします．

また，教室員の先生達の努力はもとより，血液内科学教室の関連施設と KOTOSG の先生方，さらに，

学内外の諸先生方のご支援の賜物と改めて厚く御礼申し上げます．この節目の時に，教室の歴史を振

り返ることにより，先生方と共に新たなエネルギー源としたいと考え筆をとりました． 

  “ヒストリー(History)”，”ゲシヒテ(Die Geschichte )” という歴史を意味する言葉は，「物語」や「お

話」という意味も待っています．歴史は「物語」です．つまり，歴史とは，未来に向けた視線によっ

て語られた「お話」であり，理想と目標を達成するためのヒントとなるものです．本稿では，血液内

科学教室の発展と KOTOSG の使命遂行の一助にできればと考え，その源流と歴史を振り返りたいと

思います．退職記念業績集の「血液・腫瘍内科学教室の源流とあゆみ」と KOTOSG10 周年記念誌の

「KOTOSG の使命」を改変しましたので，重複をご容赦下さい．就任 10 年目を迎える黒田教授の新

生血液内科学教室に入局された先生方の激励になれば，大変嬉しいです． 

 

血液内科学教室の源流 (1) 旧第一，第二，第三内科学 

本学の創立は明治 5 (1872 )年です．以来 153 年を経過し，わが国でも屈指の長い歴史と伝統を誇る公

立医科大学として医学と医療に貢献してきました．がんの診療と基礎研究も例外ではなく，本学にお

血液内科学教室の源流と京都血液臨床研究グループ (KOTOSG) 
の使命 
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けるがん化学療法と血液疾患の診療は，故増田正典名誉教授が開拓されました．増田先生は，1976 (昭

和 51)年に私が旧第三内科学に入局しました時に，教室を主宰されておられました．この診療・研究

分野が大きく発展しましたのは，私の恩師であり，後に基礎医学（衛生学）に転身された故阿部達生

名誉教授のご尽力によるものです．周知のごとく，血液腫瘍とがんの化学療法は名古屋大学が推進さ

れ，本学もその発展に大きく貢献致しました． 

このような流れの中で，本学では，三つの旧内科学教室と旧衛生学教室で大変活発に血液内科の

診療と研究が行われました．私の知りえた情報をもとに，順に記載します． 

旧第一内科学では，旧第三内科学の助手を務めておられた近藤元治先生（名誉教授）が教室責任

者に就任されてから，免疫・血液内科の診療が活性化しました．丸尾直幸先生(まるおクリニック院

長)，小林裕先生(京都第二赤十字病院名誉院長)，小澤勝先生(小沢医院院長)，和田勝也先生(前松下記

念病院血液内科部長)，木村晋也先生(佐賀大学血液・呼吸器・腫瘍内科学教授)，魚嶋伸彦先生(京都第

二赤十字病院院長)，黒田純也先生(血液内科学教授)らが活動．巨核球分化の基礎研究や，慢性骨髄性

白血病の分子標的治療の開発に関する研究が行われてきました．木村教授と黒田教授は，旧第三内科

学から，旧衛生学，京都大学輸血細胞治療部とキャリアアップされた前川平名誉教授のもとで研鑽，

教室の発展に大きく貢献されました．お二人は，現在，血液内科領域における分子標的治療薬の開発

研究を牽引されています． 

旧第二内科学では，故杉島聖章先生，春山春枝先生(前社会保険京都病院副院長)，中西忍先生(医

療法人中和会理事長)，島崎千尋先生(JCHO 京都鞍馬口医療センター名誉院長)，藤田直久先生(京都府

保健環境研究所長)，村上智先生(前 JCHO 京都鞍馬口医療センター内科部長)，奥成聡先生(明石市立

市民病院副院長)，稲葉亨先生(感染制御・検査医学准教授)，芦原英司先生(京都薬科大学病態生理学教

授)，平位秀世先生(東京薬科大学生命科学部教授)らが活動．白血病の化学療法，造血幹細胞移植，多

発性骨髄腫などに関する研究が行われました．島崎先生は，母児間免疫寛容理論に基づく HLA 複数
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抗原不一致血縁者間移植（NIMA 相補的造血幹細胞移植）を大学院の先生達とともに実施し，Blood 

(2002 年)に発表された成果は造血幹細胞移植医の注目を集めました． 

旧第三内科学では，三澤信一先生(元大津市民病院院長)，澤井公和先生(さわい医院院長)，井出

透先生(銀杏会井出病院院長)，谷脇雅史(名誉教授，一般社団法人愛生会山科病院理事長)，枝川潤一先

生(枝川医院院長)，故津田昌一郎先生(元愛生会山科病院血液内科部長)，西田一弘先生(元松ヶ崎記念

病院院長)，岡本祐之先生(おかもと医院理事長)，堀池重夫先生(京都府赤十字血液センター所長)，横

田昇平先生(前准教授，藤谷医院院長、特任教授)，弥重博巳先生(弥重医院院長)，故西垣光先生（前市

立福知山病院血液内科部長），中川均先生(元京都第一赤十字病院血液内科部長)，田中新司先生(前長

浜市立湖北病院院長)，芹生卓先生(APCER Life Sciences 取締役会上級顧問，前大塚製薬専務執行役員，

DDCP 代表理事)，中井浩之先生(Oregon Health & Science University, Distinguished Professor of Molecular 

and Medical Genetics)らが活動．主たる研究は，造血器腫瘍の染色体遺伝子解析，蛍光 in situ ハイブリ

ダイゼーション（FISH）の技術開発と臨床応用，白血病の微小残存病変 (MRD)の検出などです．Blood，

Cancer Res，Leukemia，Br J Haematol をはじめ質の高いジャーナルに多数の論文が発表されました．

次々と開発される分子生物学的技法を，三澤先生がいち早く臨床の教室に導入された結果です．阿部

先生のご推薦で，アレクサンダー・フォン・フンボルト財団の給費研究員としてドイツ・ウルム大学

に留学された横田先生は，帰国後オリジナルな研究を展開しました．MRD の新規指標を探索する過

程で急性骨髄性白血病の遺伝子変異 FLT3-ITD を発見したのです (1996 年)．非常に重要な予後不良

因子として，現在，世界中で日常診療に用いられる一方，分子標的阻害薬の開発が進み，22 年を経過

してギルテリチニブ（ゾスパタ）が 2018 年 12 月に発売されました． 

 

血液内科学教室の源流 (2) 旧衛生学 

旧衛生学教室は，旧第三内科学助教授を務めておられた故阿部達生名誉教授が 1986 (昭和 61)年から

主宰されました．旧公衆衛生学（現保健・予防医学教室 公衆保健科学部門）の助教授から，旧第三

内科学に異動されて 7 年が経過したところでした．再び，基礎医学に戻られたわけです．教室の基礎

は，旧第三内科学から助手として異動した稲澤譲治先生(東京科学大学総合研究院特任教授・東京科

学大学名誉教授)が固めました． 

その後，旧第三内科学で阿部先生の組織培養研究室（培養研，後に血液研究室）に所属しておら

れた薗田精昭先生(関西医科大学名誉教授)，前川平先生(京都大学名誉教授)，奥田司先生(本学前副学

長・名誉教授，京都府健康福祉部 保健医療対策監)が留学先から帰国，合流しました．この 4 名の先

生方は私と同時期に旧第三内科学で血液内科の研鑽を積まれています．臨床で生じた疑問の解決を動

機とする基礎研究によって，本学における血液学の発展に大きく貢献することとなりました． 

研究内容は，阿部先生が専門とされる細胞遺伝学はいうまでもなく，造血幹細胞の同定とその制
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御に関する転写因子の分子生物学的研究，核酸医療や分子標的薬の開発など広範囲であり，インパク

トのある成果が発信されました．奥田先生は米国留学中に AML1(RUNX1)のノックアウトマウスの作

製に成功．科学分野のトップジャーナルである Cell （1996 年）に発表し，血液学の研究者に大きな衝

撃を与えました．AML1 は大木操博士（国立がんセンター研究所）のグループが，t(8;21)の解析から

単離されました．1990 年から世界が協力してすすめていたヒトゲノム計画で，日本が 21 番染色体を

中心に担当していたからです． 

旧衛生学では，がん化学療法も熱心に取り組まれました．現在，消化器がんの標準治療である

FOLFOX，FOLFIRI 療法の原型となった MTX-5FU，LV-5FU 療法を，関連施設や旧第三内科学ととも

に実施．臨床腫瘍学の発展に貢献しました．LV-5FU 療法は，我が国におけるロイコボリンの承認申

請のために，消化器がんを対象とした第 I 相試験として，1989-90 (平成 1-2) 年に実施されたもので

す．「医薬品の臨床試験の実施の基準（Good Clinical Practice, GCP）」に関する省令はまだ制定されて

いない時代でした．当時，施設実務担当医師を務めていたのですが，保管していた資料をみて驚きま

した．プロトコールが 10 頁にも満たないものだったからです． 

MTX-5FU 療法で，ボールマン IV 型胃がんの女性患者さんを治療した忘れられない経験があり

ます．1991 年 9 月から 1996 年 8 月の 5 年間，化学療法を外来で継続しました．子供さんが幼稚園の

頃から小学 2, 3 年生まで生存したのです．予後が 1 年に満たない進行胃がんでも長期に生存できるこ

とに驚くとともに，腫瘍内科医であることにも誇りを持ちました． 

大変残念ですが，旧衛生学は 2003 (平成 15)年 3 月に閉講されました．附属脳・血管系老化研究

センター社会医学・人文科学部門が役割を拡大し，保健・予防医学教室（公衆保健科学部門）に名称

を変更した際に吸収合併となり，講師の奥田司先生が本学分子生化学の教授に就任されたためです．

時代の流れの中で，旧衛生学はその使命を全うしたといえます．  

 

臓器別診療と内科学教室の再編 

旧内科学教室の各科でも活発に基礎研究が行なわれていましたが，臨床で特筆すべきは造血幹細胞移

植と分子標的療法の開発研究です．本学は，自家末梢血幹細胞移植と同種造血幹細胞移植をいち早く

導入しました．同種造血幹細胞移植は，骨髄非破壊的移植（ミニ移植），NIMA 相補的造血幹細胞移

植，HLA 不一致非血縁者間移植，臍帯血移植へと展開し，現在も移植適応の拡大に向けた挑戦が行な

われています． 

化学療法の臨床研究では JCOG （日本臨床腫瘍研究グループ）と JALSG （日本成人白血病治療共

同研究グループ）に初期から参加し，現在もわが国におけるエビデンスの確立に貢献しています．2025

年 4 月から，黒田教授が JCOG リンパ腫グループ骨髄腫小班の班長，多発性骨髄腫細胞免疫療法小班

長を務めておられます．既に第一日赤の古林先生がリンパ腫班の研究事務局を担当しており，助教の
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藤野先生も研究事務局担当者の候補にあがっております． 

全国組織である JCOG と JALSG の参加施設から，分子標的薬開発治験の責任医師が製薬企業に

よって選択されました．そのような経緯で，本学は初めての分子標的薬であるリタキシマブやイマチ

ニブの臨床開発試験に参加，開発の初期から高い活動性を示しました．2019 (令和元)年の集計では，

124 試験（第 I 相 16 試験，第 I/II 相 13 試験，第 II 相 43 試験，第 III 相 49 試験）を数え，2025 年時

点では通算 200 以上に至り，非常に多数の治験を実施していますが，その出発点となったわけです． 

このように，多くの優秀な先生方が立派な業績を上げていましたが，当時の医局制度のもとでは

旧内科学教室間の連携は望むべくもありませんでした．やむを得ないとはいえ，残念なことでした．

しかし，旧衛生学教室にはナンバー内科だけでなく，診療科の垣根を越えて精鋭が集い，盛んに交流

しました．橋本直哉先生（脳神経外科学教授），阪倉長平先生（前明石市民病院院長，消化器外科学），

法里高先生（舞鶴医療センター院長，脳神経外科学），市川大輔先生（山梨大学外科学第 1 教室教授）

は，稲澤先生と腫瘍のゲノム解析で優れた業績をあげました．稲澤先生が東京医科歯科大学（現東京

科学大学）の教授に就任されてからは，本学第三内科出身の井本逸勢先生（愛知県がんセンター研究

所所長，前徳島大学人類遺伝学教授）が助教授を務め，分子細胞遺伝学の発展に貢献しました． 

以上述べましたように，旧内科学教室に加えて旧衛生学における研究のアクティビティは，血液・

腫瘍内科学教室が誕生した時から，諸先輩方の血液学や腫瘍学の研究と診療業績の伝統を継承する基

盤となりました．大変幸運であったのですが，それは故阿部達生名誉教授のオープンマインドな御人

格に負うところが大きかったのです． 

内科学教室の再編が大きく進展しましたのは，外科と内科における臓器別診療（ディビジョン化）

の開始からでした．内科のディビジョン化は 1999 (平成 11)年 12 月に始まり，母体となる三つの旧内

科学教室はそのままで診療が行なわれました．整合性を欠く組織体制が 6 年間も続いたわけです．す

でに外来の臓器別診療が行われていた外科では，2000 年 4 月に教室レベルで再編が完了し大講座と

なっていました．内科学教室の再編も順次すすめられ，2005 (平成 17)年 11 月 1 日に待望の血液・腫

瘍内科学教室が誕生したのです． 

臓器別診療の開始と並ぶもう一つの重要な変化は，2001-2002 (平成 13-14)年にかけての電子カル

テ導入です．効率を重視する資本主義社会では当然の成り行きでした．診療の透明性は非常に高くな

りましたが，医師と患者の関係から何か大切なものが失われたことは否定できません．臓器別診療に

よる内科と外科の再編成は，大学院重点化（2006 年）と新臨床研修制度（2004 年）に備えた本学の

教育・研究・診療の体制整備の一環でもありました．臓器別単位の教室整備は着実に進行し，2015 (平

成 27)年には，呼吸器内科学，呼吸器外科学，内分泌・乳腺外科学，疼痛緩和医療学の教室が新設さ

れました．このような組織体制の整備によって医局制度は崩壊し，内科学では，血液内科，膠原病内

科，呼吸器内科などの診療部門が活性化しました．しかし，地域への医師派遣の運営に支障をきたす
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という問題が発生しており，新専門医制度と新臨床研修制度の適正な実施とともに，全学を挙げて新

しいシステムの構築が検討されています． 

 

血液内科学教室のあゆみ 

血液・腫瘍内科学教室の新設は，本学における血液学の研究と診療の質を教授会で高くご評価頂いた

結果です．既に述べたように，当教室は，大学院重点化と新臨床研修制度の流れの中で歩みを開始し

ました．新臨床研修制度が実施されるにあたり，本学でも医学教育の重要性が認識され，「医学教育

学教室」か「血液・腫瘍内科学教室」かの議論の末，後者が選択されました．当時，私は分子病態・

検査医学教室を担当していましたので，教授会における白熱した議論を明瞭に記憶しております．し

かし，医学教育の重要性は論を待ちませんので，2011 (平成 23)年に総合医療・医学教育学教室が設置

されたことは周知のとおりです． 

その後，公立学校法人化（2008 年），外来診療棟の改築（2011 年第二期工事完成）とソフトとハ

ードの両面にわたり，大学と病院運営における重要な出来事が続きました．2015 (平成 27)年には，

学校教育法が改正され，その結果，学長主導で大学運営が行なわれるようになりました．この間にも，

血液・腫瘍内科学部門は着実に歩をすすめ，2016 (平成 28)年 11 月には内科学教室血液内科学部門と

名称を改めました．黒田教授が就任されてからは，さらに高度な血液内科学の専門性を追求する一方

で，研究体制は分子診断・治療センターとの密な連携によって一層強化されていました． 

振り返りますと，人員的には大変苦しい時期が長期間にわたり続きました．2005 (平成 17)年 11

月の発足当時に 14 名であった教室員は翌年には 10 名となり，病院長のご英断により 42 床のベッド

数を 38 に減床して頂き，医療安全を確保しました．2014 (平成 26)年頃からようやく学内の教室員が

15 名，17 名と徐々に増加し始めました．それにともなって診療実績も向上し，病床利用率は常に 100%

を越えておりました．現在は，附属病院改築に備えた病棟再編、全病床数削減のなか配分病床数は減

少したものの，黒田教授，志村勇司准教授，水谷信介学内講師，塚本拓学内講師，藤野貴大助教をは

じめ教室員の先生方の努力で，在院日数の短縮など効率的な運用を進め，年間延べ入院数・外来患者

数・外来化学療法実施数ともに毎年増加の一途を辿っています． 

血液腫瘍の年間罹患数は 40 年前に比較して，白血病 2.4 倍，悪性リンパ腫 7.1 倍，多発性骨髄腫

6.8 倍に増加しました．我が国の人口構成が高齢化したためです．とくに，悪性リンパ腫の罹患は，

2014 年には人口 10 万人に対し男性 25.4 人，女性 20.8 人であり，年間に発症する患者数は，多発性

骨髄腫の 4.3 倍，白血病の 2.4 倍です．（国立がん研究センター，最新がん統計）．骨髄異形成症候群

を含めると，造血器腫瘍は著増したといえます．従って，教室の関連施設に受け入れをお願いするこ

とが稀でなく，血液内科医の育成が急務となっていました．そのため，関連施設の先生方と使命と理

念を共有し，診療・研究・教育を行う KOTOSG の重要性が一層認識されるようになった訳です． 
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京都血液臨床研究グループ（KOTOSG）の使命と理念 

KOTOSG の設立は 2010 年 10 月です．KOTO は京都（Kyoto）と古都（Koto）との語呂合わせです．

使命は，「地域医療への貢献」と「大規模臨床試験問題点の克服」であり，日常診療におけるクリニ

カルクエスチョン（CQ）検証解決型の共同研究による治療戦略の開発と普及を目指しています． 

そのために，「確固とした CQ を共有」，「保険診療範囲内での問題解決」，「参加施設へのインセ

ンティブ」，「研究テーマの自由な提案」，「染色体・遺伝子検査などの付随研究の実施」，「関連施設の

治療レベルの向上と均一化」を課題としています．これらの使命と課題の骨子は，当時医局長であっ

た黒田先生が実質的に立案されたものです．KOTOSG の代表者は血液内科学教授がつとめ，教室スタ

ッフと研究提案者が事務局を担当して迅速性重視の運営をしています． 

KOTOSG からは多数の英文原著が発表されています．共同研究の提案者には，英語による成果の

論文化が義務付けられているのです．KOTOSG の特筆すべきもう一つの機能は，関連施設の研修医や

専攻医の教育です．各施設における院長，副院長，部長の先生方の熱心なご指導により多数の若い先

生達が血液内科学を志し，大学院に入学あるいは専攻医として入局，教室を活気あるものとしていま

す．一方で，大学院卒業あるいは専攻医終了後は，KOTOSG 施設で高度な血液内科診療を行うという

理想的なかたちが確立しつつあります． 

KOTOSG 運営の基本理念は，リサーチマインドを持った血液内科医の育成です．優秀な臨床医は

優れた基礎研究ができます．逆に，優れた基礎研究者は優秀な臨床医になります．実験結果や事実を

ありのままに観察することと，患者さんの訴えにじっと耳を傾けることが，「優れる」ための必要不

可欠な能力だからです． 

 

おわりに 

興味ある経験や成果を英文で発表すれば，同様の疑問を持った世界中の血液内科医や基礎研究者に有

用な情報を提供することが出来ます．逆もまたしかりであり，英文の原著や総説から他の研究者ある

いは臨床医から貴重な情報を得ることが可能です．それによって，難治性の血液腫瘍に苦しむ患者さ

ん達の治療法開発が促進され，フレイルな方であれば，それぞれのライフスタイルにあった治療を広

い視野をもって提供できるようになります．まさに，KOTOSG の使命の殆どが達成できるのです． 

血液内科の診療は多忙を極めます．しかし，多忙であればあるほど，診療から得られる喜びは大

きいのです．そして，診療の現場で抱いた疑問を，基礎研究によって解決する糸口を見出したときの

喜びには言葉に尽くせないものがあります． 
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故瀧野辰郎先生（旧第三内科学教室教授）が，いつも言われていたことがあります．「学問は厳

しく，医局は楽しく」というものです．その為には，互いに助け合うことが大切です．小林裕先生の

言われる「互助」です．患者さんに接する様に，同僚や仲間の立場にたって考えることの重要性が認

識されます． 

 

本稿が，血液内科学教室と KOTOSG に新たに参加された先生方の激励になれば大変幸せです． 

 

令和 7 年 3 月 12 日記 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年初春・早朝 朝焼けに照らされる臨床研究棟 
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教室関連 血液診療中核施設 

1. 愛生会山科病院 

2. 近江八幡市立総合医療センター 

3. 市立大津市民病院 

4. JCHO 京都鞍馬口医療センター 

5. 京都第一赤十字病院 

6. 京都第二赤十字病院 

7. 京都府立医科大学 

8. 市立福知山市民病院 

9. 松下記念病院 

10.明石市立市民病院 

11.JCHO 神戸中央病院 

 

教室関連 血液外来診療協力施設 

a. 近江草津徳州会病院 

b.大阪府済生会吹田病院 

c. 大島病院 

d.男山病院 

e. 亀岡市立病院 

f. 京都岡本記念病院 

g.京都きづ川病院 

h.京都南病院 

i. 京都中部総合医療センター 

j. 済生会京都府病院 

k. 田辺中央病院 

l. 洛西ニュータウン病院 

京都血液臨床研究グループ 

Kyoto Hematology Clinical Study Group (KOTOSG)  

Since 2010 
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京都府立医科大学血液内科学教室同門会・京都血液臨床研究グループ 名簿 

氏名 所属（2025 年 4 月時点） 卒年 卒業大学 
大川原 康夫 愛生会山科病院 名誉理事長 昭和 29 京都府立医科大学 
阿部 達生 (逝去) 昭和 37 京都府立医科大学 
林 英夫 医仁会 武田総合病院 昭和 42 京都府立医科大学 

三澤 信一  昭和 45 京都府立医科大学 
井出 透 井出病院 昭和 49 京都府立医科大学 

谷脇 雅史 
京都府立医科大学 名誉教授 

愛生会 介護老人保健施設おおやけの里 施設長 
昭和 51 京都府立医科大学 

枝川 潤一 枝川内科胃腸科医院 昭和 51 長崎大学 
島崎 千尋 JCHO 京都鞍馬口医療センター 名誉院長 昭和 52 京都府立医科大学 
赤荻 照章 亀岡病院 昭和 54 京都府立医科大学 
西田 一弘  昭和 54 京都府立医科大学 
菅野 辰生 宇治黄檗病院 昭和 55 京都府立医科大学 
小林 裕 京都第二赤十字病院 名誉院長 昭和 55 京都府立医科大学 

岡本 祐之 おかもと医院 昭和 55 京都府立医科大学 
小沢 勝 小沢医院 昭和 55 京都府立医科大学 

堀池 重夫 京都府赤十字血液センター センター長 昭和 56 京都府立医科大学 
横田 昇平 藤谷医院 昭和 56 京都府立医科大学 
西垣 光 (逝去） 昭和 58 京都府立医科大学 
村頭 智 長浜市立湖北病院 内科 昭和 59 京都府立医科大学 

和田 勝也  昭和 59 京都府立医科大学 
中川 均 良善会ひかり病院 内科 昭和 60 京都府立医科大学 
奥 成聡 明石市立市民病院 内科 副院長 昭和 61 滋賀医科大学 

田中 耕治 大島病院 内科 昭和 61 京都府立医科大学 
魚嶋 伸彦 京都第二赤十字病院 病院長 昭和 62 京都府立医科大学 

芹生 卓 
APCER Life Sciences 取締役会上級顧問 
セリウ・メディカルコンサルティング 

昭和 62 京都府立医科大学 

芦原 英司 京都薬科大学薬学部病態生理学分野 教授 昭和 62 京都府立医科大学 
平川 浩一 市立福知山市民病院 血液内科 平成元 徳島大学 
内山 人二 京都第一赤十字病院 血液内科 部長 平成元 自治医科大学 
兼子 裕人 愛生会山科病院 院長 平成 2 京都府立医科大学 
足立 陽子 JCHO 神戸中央病院 内科（血液・免疫）診療部長 平成 4 京都府立医科大学 
高橋 良一 近江八幡市立総合医療センター副院長・血液内科診療部長 平成 4 京都府立医科大学 
志村 和穂 愛生会山科病院 血液内科 部長 平成 5 福島県立医科大学 
岩井 俊樹 京都第一赤十字病院 血液内科 平成 5 京都府立医科大学 
喜多 ゆり  平成 5 福井大学 
初瀬 真弓 舞鶴医療センター 総合内科 平成 7 京都府立医科大学 
岡野 晃 近江八幡市立総合医療センター 血液内科 部長 平成 7 福島県立医科大学 

神田 由美子  平成 7 京都府立医科大学 
黒田 純也 京都府立医科大学 血液内科学教室 教授 平成 8 京都府立医科大学 
中尾 光成 大津市民病院 内科 内科総括診療部長 平成 8 京都府立医科大学 
淵田 真一 JCHO 京都鞍馬口医療センター血液内科 総括診療部長 平成 9 京都府立医科大学 
上田 享司 マリンクロットファーマ株式会社 代表取締役社長 平成 9 京都府立医科大学 
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松本 洋典 京都第一赤十字病院 血液内科 平成 10 京都府立医科大学 
上辻 由里 松下記念病院 血液内科 部長 平成 11 京都府立医科大学 
赤松 園子 赤松在宅診療クリニック内科・血液内科・漢方内科院長 平成 12 京都府立医科大学 
吉原 享子 兵庫医科大学 血液内科 平成 12 京都府立医科大学 
河田 英里 京都第二赤十字病院 血液内科 部長 平成 12 京都府立医科大学 
平川 佳子 医療法人啓信会介護老人保健施設 萌木の村 平成 14 金沢大学 
古林 勉 京都第一赤十字病院 血液内科 平成 14 京都府立医科大学 
隄  康彦 綾部市立病院 総合内科 平成 15 京都府立医科大学 

佐々木 奈々 京都第二赤十字病院 血液内科 平成 15 京都府立医科大学 
杉谷 未央 京都第一赤十字病院 血液内科 平成 15 京都府立医科大学 

吉田 美穂子 愛生会山科病院 血液内科 平成 15 近畿大学 
名越 久朗 県立広島病院 救急科 平成 15 広島大学 
大城 宗生 男山病院 血液内科 部長 平成 16 岡山大学 
清田 実希 松下記念病院 血液内科 平成 17 信州大学 
水谷 信介 京都府立医科大学 血液内科学教室 学内講師 平成 18 京都府立医科大学 

志村 勇司 
京都府立医科大学 血液内科学教室 准教授 
京都府立医科大学 輸血・細胞医療部 部長 

平成 18 京都府立医科大学 

知念 良顕 中外製薬株式会社 平成 19 京都府立医科大学 
栗山 幸大 𠮷𠮷田クリニック ホームケアクリニック奈良 平成 20 福岡大学 
塚本 拓 京都府立医科大学 血液内科学教室 学内講師 平成 21 京都府立医科大学 

丹波 和奈 岡本記念病院 緩和ケア科 平成 21 琉球大学 
早田 洋樹 市立福知山市民病院 血液内科 平成 21 京都府立医科大学 
木元 弥生 JCHO 京都鞍馬口医療センター血液内科 平成 22 滋賀医科大学 
大西 朗生 京都府立医科大学 血液内科学教室 病院助教 平成 22 京都府立医科大学 
山根 祐介 松下記念病院 血液内科 平成 22 慶応義塾大学 
藤林 悠人 日本新薬株式会社 平成 22 京都大学 

太田 紗絵子 JCHO 京都鞍馬口医療センター 血液内科 平成 23 筑波大学 
西山 大地 市立福知山市民病院 血液内科 平成 23 奈良県立医科大学 

松井 紗央梨 友仁 山崎病院 平成 23 福井大学 
下村 とも子 大津市民病院 血液内科 平成 24 京都府立医科大学 

山口 順子 京都第二赤十字病院 血液内科 平成 24 金沢大学 
伊佐 怜子 愛生会山科病院 血液内科 平成 24 京都府立医科大学 
水野 芳美 京都府立医科大学 血液内科学教室 平成 24 京都府立医科大学 
藤野 貴大 京都府立医科大学 血液内科学教室 助教 平成 24 京都府立医科大学 
河村 俊邦 松下記念病院 血液内科 平成 24 防衛医科大学 
金山 悠加 JCHO 京都鞍馬口医療センター 血液内科 平成 25 京都府立医科大学 
民西 葉子 大津市民病院 血液内科 平成 25 京都府立医科大学 

水原 健太郎 京都第二赤十字病院 血液内科 平成 26 岡山大学 
知念 祥太郎 京都府立医科大学 血液内科学教室 平成 26 福岡大学 
村松 彩子 京都第一赤十字病院 血液内科 平成 27 京都府立医科大学 
井出 大輔 近江八幡市立総合医療センター 血液内科 平成 27 京都府立医科大学 
岡本 明也 京都府立医科大学 血液内科学教室 病院助教 平成 27 京都府立医科大学 
宮下 明大  John A. Burns School of Medicine, University of Hawai'i 平成 28 京都府立医科大学 
長田 浩明 京都府立医科大学 血液内科学教室 病院助教 平成 28 京都府立医科大学 
藤井 達也 明石市立市民病院 血液内科 平成 28 福井大学 
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中村 隆久 京都府立医科大学 血液内科学教室 平成 28 京都府立医科大学 
井上 祐 京都府立医科大学 血液内科学教室 平成 29 京都府立医科大学 

新山 侑生 京都府立医科大学 血液内科学教室 平成 29 大分大学 
服部 雄 越前町国民保険織田病院 内科 平成 30 自治医科大学 
中山 藍 京都府立医科大学 血液内科学教室 平成 30 福井大学 

加藤 大思 京都府立医科大学 血液内科学教室 令和元 福井大学 
前倉 知佳 京都府立医科大学 血液内科学教室 令和元 京都府立医科大学 
小倉 圭史 大津市民病院 血液内科 令和 2 和歌山県立医科大学 
江頭 文 京都府立医科大学 血液内科学教室 令和 2 滋賀医科大学 

村尾 泰一 松下記念病院 血液内科 令和 2 京都府立医科大学 
埜中 広一 京都第一赤十字病院 血液内科 令和 3 京都府立医科大学 
高谷 茜 大津市民病院 血液内科 令和 4 和歌山県立医科大学 

川住 憲史 京都第二赤十字病院 血液内科 令和 4 京都府立医科大学 
山田 大智 明石市立市民病院 血液内科 令和 5 京都府立医科大学 
鈴木 治憲 京都第一赤十字病院 血液内科 令和 5 京都府立医科大学 
吉田 佳世 京都第二赤十字病院 血液内科 令和 5 佐賀大学 

竹田 みゆき 京都府立医科大学 血液内科 令和 5 京都府立医科大学 
大内 ふみか 京都府立医科大学 血液内科 令和 5 京都府立医科大学 
有田 梨乃 京都第一赤十字病院 血液内科 令和 5 北海道大学 
早川 一慶 JCHO 京都鞍馬口医療センター 研修医 令和 6 奈良県立医科大学 
大野 貴都 松下記念病院 研修医 令和 6 川崎医科大学 
橋爪 辰哉 京都第二赤十字病院 研修医 令和 6 高知大学 
古財 拓巳 市立福知山市民病院 研修医 令和 6 京都府立医科大学 
伊藤 聖華 京都府立医科大学附属病院 研修医 令和 6 京都府立医科大学 

（令和 7 年現在） 
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KOTOSG 研究課題 2010-2025 

 研究テーマ PI N 論文化・発表・進捗 

骨髄腫 

再発・難治性骨髄腫に対するボルテゾミブ・デキサメタゾン
併用療法の治療成績と予後因子（後方視的解析） 

古林 88 Int J Hematol 2010 

移植適応多発性骨髄腫に対するボルテゾミブ・デキサメタゾ
ン併用療法による導入療法の効果（後方視的解析） 

古林 66 Int Med 2013. 

多発性骨髄腫における少量シクロフォスファミド/G-CSF に
よる末梢血幹細胞採取の効果（後方視的解析） 

志村 32 J Clin Apher 2013 

移 植 非 適 応 骨 髄 腫 に 対 す る 治 療 反 応 を ガ イ ド と し た
MPB/Rd スイッチ療法の開発 第２相試験 

伊佐 34 Ann Hematol 2020 

カルフィルゾミブの有効性と安全性に関する前向き観察研
究 I. 臨床効果、予後因子と有害事象プロファイル 

金山(川路) 50 Cancer Report 2021 

カルフィルゾミブの有効性と安全性に関する前向き観察研
究 II. Vulnerability の CFZ 治療における意義 - 

金山(川路) 50 Int J Hematol 2021 

カルフィルゾミブの有効性と安全性に関する前向き観察研
究 III. 心血管イベントのバイオマーカーの同定 - 

村松 50 Leuk lymphoma 2022 

カルフィルゾミブの有効性と安全性に関する前向き観察研
究 IV. 2 回目自家末梢血幹細胞移植における再導入療法と
してのカルフィルゾミブ含有療法の効果  

水谷 10 
第 46 回日本骨髄腫学会
学術集会 2021 

悪性 

リンパ腫 

免疫不全関連悪性リンパ腫の後方視的臨床研究 松井(前川) 49 Leuk Lymphoma 2014 

びまん性大細胞型 B 細胞性リンパ腫の新規予後予測スコア
Kyoto Prognostic Index (KPI)の開発（後方視的解析） 

古林 465 Blood Cancer J 2016 

リツキシマブ時代における濾胞性リンパ腫の予後不良染色
体異常の同定（後方視的解析） 

塚本 139 Int J Hematol 2017 

GWAS によるリツキシマブ時代における予後不良濾胞性リ
ンパ腫の遺伝子異常様式の解析（後方視的解析） 

塚本 103 Sci Rep 2017 

悪性リンパ腫における多重癌の実態 1（後方視的解析） 丹波 842 Blood Cancer J 2018 

悪性リンパ腫における多重癌の実態 2（後方視的解析） 知念(良) 842 Leuk Lymphoma 2020 

再発性低悪性度 B 細胞性リンパ腫に対するリツキシマブ・
ベンダムスチン・デキサメサゾン療法 第 2 相試験 

松本 37 Int J Hematol 2019 

びまん性大細胞型 B 細胞性リンパ腫における染色体異常ク
ローン性進展の臨床的意義（後方視的解析） 

水野 163 Cancer Med 2018 

Ｂ細胞性リンパ腫に対する自家末梢血幹細胞移植における
血小板生着日数の移植前予測因子（後方視的解析） 

山口 144 Leuk Lymphoma 2019 

末梢性 T 細胞リンパ腫、非特異型における Kyoto Prognostic 
Index の意義（後方視的解析） 

西山 40 
第 82 回日本血液学会総
会 2020 

びまん性大細胞型 B 細胞性リンパ腫における骨髄浸潤の意
義と検出法についての研究（後方視的解析） 

岡本 242 Diagnostics 2021 

眼付属器マルトリンパ腫の診療実態に関する後方視的観察
研究（後方視的解析） 

水原 75 Cancer Med 2022 

ホジキンリンパ腫に対する A-AVD 療法の有効性と有害事象
に関する後方視的観察研究（後方視的解析） 

藤野  調査中 

濾胞性リンパ腫に対するオビヌツズマブ含有療法の有効性
と有害事象に関する後方視的観察研究 

長田 100 Int J Clin Oncol 2025 
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再 発 難 治 DLBCL に 対 す る
Polatuzumab/Bendamustine/Rituximab 療法の有効性と安産性
（後方視的解析） 

藤野 72 Leuk Lymphoma 2025 

再発 DLBCL の予後予測因子の検討（後方視的解析） 井出 100 Int J Hematol 2024 

KOTOSG における 15 年間の DLBCL 研究の総括と展望 河田 総説 臨床血液 2025 

R-CHOP 時代の DLBCL の長期予後と長期的予後因子の検討
（後方視的解析） 

中山 465 
第 87 回日本血液学会総
会 2025・執筆中 

再発低悪性度 B 細胞性リンパ腫に対するリツキシマブ・レ
ナリドミド療法に関する後方視的観察研究 

江頭  計画中 

白血病 
慢性骨髄性白血病に対する Dasatinib 治療における免疫動態
の検討（前向き観察研究） 

志村 40 Int J Hematol 2015 

再生不良性
貧血 

再生不良性貧血に対するウサギ抗胸腺グロブリン療法の効
果（後方視的解析） 

佐々木 30 Int J Hematol 2019 

骨髄異形
成腫瘍
(MDS) 

MDS に対する脱メチル化剤治療における予後予測指数
KPSS の確立（後方視的解析） 

岡本 179 Int J Hematol 2023 

MDS に対する脱メチル化剤治療における輸血依存性の予後
因子としての意義（後方視的解析） 

井上 179 Oncol Lett 2024 

低リスク MDS における炎症病態の臨床的意義 （後方視的解
析） 

中村  第 87 回日本血液学会総
会 2025・執筆中 

GVHD 
同種造血幹細胞移植後に合併した治療抵抗性皮膚 GVHD に
対する紫外線療法に関する臨床第 II 相試験 

黒田 6 リクルート中 

感染症 

B 細胞性リンパ腫患者に対するワクチン接種後の抗コロナ
ウイルス抗体産生に関する検討（後方視的解析） 

大西 131 Infect Drug Resist 2023 

多発性骨髄腫患者に対するワクチン接種後の抗コロナウイ
ルス抗体産生に関する検討（後方視的解析） 

大西 84 Int J Hematol 2023 

DIC 
造血器疾患に合併した DIC に対する遺伝子改変トロンボモ
ジュリン療法の効果と予後予測バイオマーカーの検討に向
けた前向き観察研究 

大城 30 Am J Hematol 2011 

知念(良) 20 Int J Hematol 2013 
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KOTOSG 臨床研究論文 2010-2025 
 
 

1. Kobayashi T, Kuroda J, Shimura K, Akaogi T, Kawata E, Kiyota M, Tanaka T, Kamitsuji Y, Murakami S, Hatsuse M, Okano A, 
Iwai T, Ueda S, Koshida M, Uchiyama H, Matsumoto Y, Uoshima N, Ueda Y, Kobayashi Y, Shimazaki C, Horiike S, Taniwaki 
M. Bortezomib plus dexamethasone for relapsed or treatment refractory multiple myeloma: the collaborative study at six institutes 
in Kyoto and Osaka. Int J Hematol, 92, 579-586, 2010 

2. Ohshiro M, Kuroda J, Yutaka Kobayashi Y, Akaogi T, Kawata E, Uoshima N, Kamitsuji Y, Kaneko H, Shimura K, Shimazaki C, 
Murakami S, Hatsuse M, Okano A, Kobayashi T, Uchiyama H, Matsumoto Y, Horiike S, Taniwaki M. ADAMTS-13 activity can 
predict the outcome of disseminated intravascular coagulation in hematologic malignancies treated with recombinant human 
soluble thrombomodulin. Am J Hematol, 87:116-119, 2012  

3. Kobayashi T, Kuroda J, Fuchida S, Murakami S, Hatsuse M, Okano A, Iwai T, Tsutsumi Y, Kamitsuji Y, Akaogi T, Kawata-Iida E, 
Shimizu D, Uchiyama H, Matsumoto Y, Horiike S, Nakao M, Takahashi R, Kaneko H, Uoshima N, Kobayashi Y, Shimazaki C, 
Taniwaki M. Response to second-line induction with bortezomib and dexamethasone predictive of long-term outcome prior to 
high-dose chemotherapy with autologous stem cell transplantation for multiple myeloma. Intern Med, 52: 961-968, 2013. 

4. Shimura Y, Kuroda J, Uchiyama H, Kawata-Iida E, Tsutsumi Y, Nagoshi H, Mizutani S, Yamamoto-Sugitani M, Kobayashi T, 
Matsumoto Y, Horiike S, Shimazaki C, Kaneko H, Kobayashi Y, Taniwaki M. Stem cell mobilization using low-dose 
cyclophosphamide and granulocyte colony-stimulating factor for multiple myeloma. J Clin Apher, 28:368-73, 2013 

5. Chinen Y, Kuroda J, Ohshiro M, Shimura Y, Mizutani S, Nagoshi H, Sasaki N, Nakayama R, Kiyota M, Yamamoto-Sugitani M, 
Kobayashi T, Matsumoto Y, Horiike S, Taniwaki M. Low ADAMTS-13 activity during hemorrhagic events with disseminated 
intravascular coagulation. Int J Hematol, 97:511-519, 2013 

6. Shimura Y, Horiike S, Tsutsumi Y, Hatsuse M, Okano A, Fuchida S, Kobayashi T, Matsumoto Y, Kuroda J, Kawata-Iida E, 
Uchiyama H, Uoshima N, Shimazaki C, Kaneko H, Kobayashi Y, Taniwaki M. The longitudinal analysis of large granular 
lymphomatosis in patients with Philadelphia-chromosome positive leukemia treated with dasatinib. Int J Hematol, 102:426-433, 
2015. 

7. Maegawa S, Kuroda J, Kobayashi T, Fuchida S, Kawata E, Kamitsuji Y, Tsutsumi Y, Iwai T, Nakao M, Kaneko H, Uoshima N, 
Shimazaki C, Kobayashi Y, Horiike S, Yamamoto A, Kawahito Y, Taniwaki M. Clinical manifestation and prognostic factors of 32 
Japanese patients with autoimmune disease-associated diffuse large B cell lymphomas. Leuk Lymphoma, 56:785-788, 2015 

8. Kobayashi T, Kuroda J, Yokota I, Tanba K, Fujino T, Kuwahara S, Isa R, Yamaguchi J, Kawata E, Akaogi T, Uchiyama H, Kaneko 
H, Uoshima N, Kobayashi Y, Teramukai S, Taniwaki M. The Kyoto Prognostic Index for patients with Diffuse Large B-cell 
Lymphoma in the Rituximab era. Blood Cancer J, 6: e383, 2016. 

9. Tsukamoto T, Nakano M, Sato R, Adachi H, Kiyota M, Kawata E, Uoshima N, Yasukawa S, Chinen Y, Mizutani S, Shimura Y, 
Kobayashi T, Horiike S, Yanagisawa A, Taniwaki M, Tashiro K, Kuroda J. High-risk follicular lymphomas harbour more somatic 
mutations including those in the AID-motif. Sci Rep, 7; 14039, 2017. 

10. Tsukamoto T, Kiyota M, Kawata E, Uoshima N, Tatekawa S, Chinen Y, Nagoshi H, Mizutani S, Shimura Y, Yamamoto-Sugitani 
M, Kobayashi T, Horiike S, Yasukawa S, Yanagisawa A, Taniwaki M, Kuroda J. Detection of chromosomal abnormalities by G-
banding and prognostic impact in follicular lymphoma in the rituximab era. Int J Hematol, 105; 658-667, 2017. 

11. Mizuno Y, Tsukamoto T, Kawata E, Uoshima N, Uchiyama H, Yokota I, Maegawa S, Takimoto T, Tanba K, Matsumura-Kimoto 
Y, Kuwahara-Ota S, Fujibayashi Y, Yamamoto-Sugitani M, Chinen Y, Shimura Y, Horiike S, Taniwaki M, Kobayashi T, Kuroda J. 
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要旨と意義 

本研究は、KOTOSG における最初の試みであり、教室設立以来実現していなかった同門施設間の共同研究を

実施したという点で、大きな挑戦であった。研究の立案は黒田純也が担当し、データの集積と解析は古林勉を

中心に推進された。その結果、当時としては国内最大級の BD 療法に関するデータを収集し、その成果を発表

するに至った。本研究の成功が、現在に至る KOTOSG 研究の礎を築いたと言っても過言ではない。 

本研究は、近代的な多発性骨髄腫治療の黎明期におけるものであり、第一世代プロテアソーム阻害薬ボルテゾ

ミブの投与最適化や有害事象マネジメントに習熟する以前の診療実態を明らかにすることを目的とした。具体

的には、再発または難治性多発性骨髄腫（MM）患者 88 例を対象に、KOTOSG 傘下 6 施設によるボルテゾミ

ブ＋デキサメタゾン（BD）療法のレトロスペクティブ共同研究を実施した。 

本研究における全奏効率（ORR）は 66.9％であり、全生存期間（OS）の中央値は 510 日、無増悪生存期間

（PFS）の中央値は 113 日であった。初回 BD コースにおいて部分奏効（PR）を示した症例では、OS および

PFS の延長が認められ、後続治療においても良好な奏効が得られた。一方で、初回 PR が得られなかった症例

では、その後に極めて良好な奏効（VGPR 以上）を示す例はなかった。また、年齢が 64 歳未満であることが

OS および PFS の延長と有意に関連し、加えて、早期病期およびデキサメタゾン投与量も OS に対して影響を

及ぼす要因として認められた。特に、2 サイクル以内に VGPR を達成した症例では PFS の有意な延長が確認

された。 

これらの結果から、早期の BD 療法における反応が、再発・難治性 MM（Rel/Ref MM）の治療戦略を決定す

る上での重要な指標となりうることが示唆された。すなわち、BD 療法は再発・難治性 MM 患者において有効

であり、治療開始時期および初回反応が、その後の予後に重要な影響を与えることを示す結果となった。特に、

年齢・病期・治療初期の反応は、患者の予後を予測する上での重要な要因であることが明らかとなった。 

一方で、有害事象に関しては、末梢神経障害や血液毒性などが欧米のピボタル試験に比して、国内では頻度・

重篤性ともに高い傾向が認められた。この点は、実臨床における実態調査の重要性を再認識する契機となった。 
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要旨と意義 

本研究では、種々の血液悪性腫瘍に伴う急性播種性血管内凝固（DIC）に対し、遺伝子組換えヒト可溶性トロ

ンボモジュリン（rTM）治療の有用性と予後予測因子を評価する目的で、KOTOSG において多施設共同の前

向き観察研究を実施した。対象は、重篤な感染症を合併していない血液疾患由来 DIC 患者 30 例であった。当

時、rTM は DIC に対する新規治療薬であり、治療の最適化および出血を含む有害事象の管理が大きな課題で

あった。 

研究の結果、DIC は 15 例で改善を示し、28 日目の生存例は 20 例であった。単変量解析において、28 日目に

生存していなかった患者群では、血漿中のプラスミノーゲンアクチベーターインヒビター-1（PAI-1）濃度が

有意に高く、ディスインテグリン・メタロプロテアーゼファミリー13 （ADAMTS-13）の活性が有意に低値で

あることが明らかとなった。 

さらに、多変量ロジスティック回帰分析において、治療前の ADAMTS-13 活性と 28 日目の生存率には有意な

相関が認められた（P = 0.034）。特に、ADAMTS-13 活性が 65％以下の患者群では、それ以上の活性を有する

群と比較して有意に生存率が低下していた（P = 0.042）。これらの結果は、DIC 診断時の ADAMTS-13 活性

が、血液悪性腫瘍に伴う DIC 患者における rTM 治療後の予後予測バイオマーカーとして有用である可能性を

示唆している。 

本研究は、谷脇雅史が立案・設計を行い、大城宗生が研究の推進および解析において中心的役割を果たした。

KOTOSG としては初めて、規定治療の効果予測因子およびバイオマーカーの同定を目的とした前向き観察研

究であり、臨床研究の質的向上に寄与する画期的な試みであった。また、旭化成ファーマ社の支援を受けて実

施された本研究は、KOTOSG における製薬企業との協働による研究体制の先駆けともなり、その後の研究ス

タイル確立の端緒となった点でも意義深い。  
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要旨と意義 

本研究の目的は、多発性骨髄腫（MM）患者において、自家幹細胞移植を前提とした大量化学療法（HDT/ASCT）

前の導入療法として、ボルテゾミブ＋デキサメタゾン（BD）併用療法の有効性および治療成績に影響を与える

予測因子をレトロスペクティブに検討することであった。 

研究当時、MM 治療における新規薬剤の導入が進む中で、治療ゴールの再設定が求められていたが、臨床現場

ではそのための具体的指標が不明確であり、明確なエビデンスの確立が急務であった。本研究は KOTOSG 関

連 6 施設よりデータを収集し、古林勉、淵田真一、黒田純也が中心となって遂行された。 

対象は、2006 年から 2011 年に KOTOSG 参加施設で治療を受けた、移植適応のある MM 患者 66 例である。

初期導入療法として、従来の VAD （ビンクリスチン＋ドキソルビシン＋デキサメタゾン）または高用量デキサ

メタゾン（HDD）が使用され、7 例（10.6％）が非常に良好な部分奏効（VGPR）を達成した。一方、VGPR

に至らなかった 59 例のうち 33 例には、HDT/ASCT 前に BD 療法が二次導入療法として追加された。 

その結果、BD 導入を受けなかった群の導入療法後の全奏効率（Overall Response Rate, ORR）は 85.3％であ

ったのに対し、BD 導入を受けた群では、従来療法終了時点の ORR が 42.4％から BD 施行後には 84.8％へと

大きく改善した。また、BD 導入の有無にかかわらず、導入療法後の治療反応は全生存期間（OS）および無増

悪生存期間（PFS）に有意な影響を与えなかったが、HDT/ASCT 後の病期および完全奏効（CR）の有無は OS ・

PFS に有意な影響を及ぼした。 

これらの結果から、BD を用いた二次導入療法において少なくとも VGPR を達成することが、HDT/ASCT 後

の予後改善において極めて重要であることが示唆された。BD 併用療法は、MM 患者における移植前導入療法

として有効な選択肢であり、その治療反応がその後の予後を規定する重要な因子であることが明らかとなった。

本研究を契機として、KOTOSG 関連施設における移植前導入療法の方針は大きく転換することとなった。 
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要旨と意義 

京都府立医科大学は、谷脇雅史（旧第 3 内科）、島崎千尋（旧第 2 内科）、小林裕（旧第 1 内科）らが、血液内

科学教室の設立前から自家末梢血幹細胞移植（ASCT）の臨床実装化を進めた先駆的な施設の一つである。自

家幹細胞移植（ASCT）を用いた大量化学療法（HDT）は、若年性多発性骨髄腫（MM）患者に対する標準治

療となっているが、末梢血幹細胞採取時の造血前駆細胞（HPC）動員のために行われる前処置としてのシクロ

ホスファミド（CY）＋顆粒球コロニー刺激因子（G-CSF）療法における、CY の最適投与量は施設間で統一さ

れておらず、抗腫瘍効果も期待して中等量から大量の CY 療法が選択される傾向があった。しかし、幹細胞採

取を目的とした前処置にもかかわらず、中等量から大量の CY 療法に伴う毒性は無視できず、幹細胞採取の有

効性と安全性を兼ね備えた標準的な前処置の確立は重要な課題として残されていた。 

そこで、本研究では、18 名の MM 患者を対象に、低用量（LD-CY: 1.5g/m²）CY＋G-CSF による HPC アフ

ェレーシス採取の有効性と安全性を検討し、13 名の MM 患者を対象に中用量（ID-CY: 4g/m²）CY＋G-CSF

によるレジメンと比較した。研究は KOTOSG 関連 4 施設で行い、データ収集および解析は志村勇司と黒田純

也が中心となって実施した。LD-CY 群では 11 例、ID-CY 群では 6 例が治療中にボルテゾミブ（BTZ）を併

用していた。 

結果として、両レジメンともに CD34 陽性細胞収率において同等の効果を示し、LD-CY 群では白血球減少、

血小板減少、発熱性好中球減少などの有害事象の発生頻度が有意に少なかった。LD-CY 群では、すべての患

者が 7 日目または 8 日目にアフェレーシスを開始し、終了したのに対し、ID-CY 群ではアフェレーシス開始

時期が 8 日目から 15 日目までと大きく異なった。この結果から、LD-CY レジメンは HPC 動員において ID-

CY と同様に有効であり、実用面でも ID-CY よりも利便性が高いことが示された。特に、安全性、計画性、確

実性の観点から、診療現場における安心感は非常に高く、以後、一定期間、京都府立医科大学では LD-CY が

標準的な選択肢となった。 

なお、近年では、導入療法の効果向上や幹細胞採取技術の進歩により、G-CSF 単独または plerixafor 併用によ

る採取が可能となり、前処置での CY 使用による「抗腫瘍効果」を期待することは稀となっている。 
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要旨と意義 

播種性血管内凝固症候群（DIC）は生命を脅かす合併症であり、そのコントロールが治療の成功に不可欠であ

る。研究当時、遺伝子組換えヒト可溶性トロンボモジュリン α（rTM）は DIC に対する新たな治療薬として

注目されていたが、rTM は未分画ヘパリンや低分子ヘパリンといった従来の抗 DIC 治療薬よりも優れた有効

性が報告される一方、出血性イベントが治療効果を妨げることがあった。そのため、さまざまな血液疾患に伴

う DIC 患者に対して rTM を施行した連続 20 例の臨床的特徴を評価した。本研究は谷脇雅史が立案し、黒田

純也がサブスタディを提案、解析は知念良顕が中心となって行った。 

結果として、8 例は原疾患と DIC の両方が寛解し、8 例は原疾患の進行により死亡、4 例は出血性合併症によ

り死亡した。16 種類の凝固に関連するバイオマーカーを評価したところ、原疾患が寛解していたにもかかわ

らず出血性合併症で死亡した 4 例の血漿中 ADAMTS-13 活性が他の患者より低いことが示された（P = 0.016）。

出血性合併症のリスク予測における ADAMTS-13 の最適カットオフ値は 42％であり（P = 0.007）、DIC 診断

時の血漿中 ADAMTS-13 活性が治療中および治療後の出血性イベントのリスク予測に有用である可能性が示

唆された。医学的に非常に価値ある発見と言える。 
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要旨と意義 

第 2 世代チロシンキナーゼ阻害薬（TKI）であるダサチニブは、一部のフィラデルフィア染色体（Ph）陽性白

血病患者において、大顆粒リンパ球（LGL）を特異的に誘導することが知られている。本研究では、誘導され

た LGL の特性を調べるため、前向き縦断的解析を実施した。研究の立案、計画、実施には谷脇雅史、堀池重

夫、芹生卓が関与し、T 細胞クロナリティー解析の技術指導には横田昇平が尽力、解析には志村勇司が担当し

た。 

2011 年 2 月から 2013 年 1 月までに、イマチニブ未治療または不応の Ph 陽性白血病患者 17 例を登録し、ダ

サチニブ投与前後で T 細胞受容体（TCR）-γ/δ 遺伝子再配列とリンパ球の表現型プロファイルを調査した。

その結果、ダサチニブ投与症例の半数（LGL+群）で LGL リンパ球の増加が認められ、6 ヵ月以内の細胞遺伝

学的完全奏効の達成率の上昇と関連が見られた。増加したリンパ球の表現型は、ほとんどがナチュラルキラー

細胞であることが明らかになった。 

LGL+群では、クローン性 TCR-γ 遺伝子再配列が診断時に頻繁に検出され（9 例中 6 例）、治療中も持続した

が、LGL-群では 8 例中 2 例のみであった。また、診断時の CD4＋T 細胞に対する制御性 T 細胞の割合は、

LGL-群と比較して LGL+群で低く（中央値 4.2% vs. 6.6%）、この差は治療期間中も持続した。 

これらの結果は、一部のダサチニブ治療患者において、診断時の免疫学的状態が LGL リンパ球数に影響を及

ぼす可能性を示唆しており、医科学的に非常に価値のある研究となった。また、この研究はその後の腫瘍免疫

学的研究の先駆けとなる重要な成果となった。 
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要旨と意義 

自己免疫疾患（AID）や臓器移植後の免疫抑制療法が進む中で、AID に関連したリンパ増殖性疾患（AID-LPDs）、

特にびまん性大細胞型 B 細胞リンパ腫（DLBCL）の発症が増加し、新たな診療課題となっている。これらの

疾患群は免疫抑制療法との関連性や臨床経過が多様で、一般的な DLBCL とは異なる病態を示す可能性があ

り、特に関節リウマチ（RA）に伴う DLBCL （RA-DLBCL）と他の AID に起因する DLBCL （非 RA-DLBCL）

の臨床的特徴や治療反応性、予後に差異があるかどうかは十分に解明されていない。そこで、KOTOSG 関連

施設における AID-DLBCL 患者の実態を明らかにするため、RA 由来と非 RA 由来の症例を比較し、臨床的特

徴、治療成績、予後因子について後ろ向きに評価した。研究の立案・計画は黒田純也が担当し、解析は松井（前

川）紗央梨が行い、京都府立医科大学膠原病内科の川人豊先生、山本相浩先生の協力を得た。 

2000 年から 2012 年に AID-LPDs と診断された 48 例のうち、DLBCL と確定診断された 32 例が解析対象と

なり、その内訳は RA 由来が 24 例、非 RA 由来が 8 例だった。RA-DLBCL 群では 75％がメトトレキサート

（MTX）使用歴があり、DLBCL は多くが MTX 治療中に発症していた。MTX 中止後、化学療法を行わずに

経過観察で自然寛解に至った症例もあった。奏効率では、RA-DLBCL 群の完全寛解率（CR）は 82.6%、非 RA-

DLBCL 群は 75.0%で、両群に有意差はなかった。全体の 2 年全生存率（OS）は 84.4%、無増悪生存率（PFS）

は 73.5%で、非 RA-DLBCL 群の OS は RA-DLBCL 群と比較して有意に短かった（p = 0.044）。予後因子の

解析では、国際予後指標（IPI）高リスク群で OS および PFS の低下傾向が見られ、血清可溶性インターロイ

キン-2 受容体（sIL-2R）値が 1500 IU/mL を超える症例では、OS の有意な低下が確認された（p = 0.034）。 

この研究により、非 RA-DLBCL は RA-DLBCL と比較して若年発症でありながら治療成績が不良で、早期再

発や治療抵抗性を示す例が多いことが明らかになった。これらの症例には標準治療に加え、自家造血幹細胞移

植などの集中的治療戦略の検討が必要である可能性が示唆された。 
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要旨と意義 

リツキシマブ導入後、びまん性大細胞型 B 細胞リンパ腫（DLBCL）の治療成績は顕著に改善されたが、予後

予測に用いられてきた従来の指標（国際予後指標（IPI）、改訂 IPI （R-IPI）、NCCN-IPI）の有効性には限界が

あることが報告されている。特に、初期治療にもかかわらず短期間で死亡する「超高リスク症例」の同定に関

して、これらの予測モデルは不十分で、実臨床での予後層別化精度が低下している。本研究では、現代の DLBCL

治療環境に即した新たな予後予測指標「KPI（Kyoto Prognostic Index）」を開発し、その妥当性を検証した。 

2008 年から 2014 年に KOTOSG 施設で診断・治療された DLBCL 患者 465 例の後ろ向きデータを用い、70%

をトレーニングコホート、30%を検証コホートとして無作為に分けて解析を実施。全体の 3 年間の全生存率

（OS）は 78.5%、無増悪生存率（PFS）は 67.4%だった。 

多変量解析により、以下の 4 項目が独立した予後因子として抽出され、KPI に組み込まれた： 

1. 乳酸脱水素酵素（LDH）値（正常上限 1～3 倍：1 点、正常上限 3 倍以上：2 点） 

2. 全身状態（ECOG Performance Status）（スコア 2 以上：1 点） 

3. 血清アルブミン値 < 3.5 g/dL：1 点 

4. 特定の節外病変の存在（骨髄、骨、皮膚、肺、胸膜）：1 点 

KPI スコアに基づくリスク層別化の結果、低リスク（0 点）96.4%、低中間リスク（1‒2 点）84.7%、高中間リ

スク（3 点）63.8%、高リスク（4‒5 点）33.3%と明確な層別化が可能となり、特に高リスク群の抽出に成功し

た。KPI は R-IPI および NCCN-IPI と比較して、c-index および Brier スコアの解析において有意に優れた予

測精度を示し、特に短期で予後不良となる高リスク群の識別において優位性を発揮した。 

これらの結果から、KPI はリツキシマブ時代の DLBCL 予後予測において従来の指標を凌駕する実用的で信頼

性の高いツールであることが示され、京都府立医科大学では日常診療においても必ず評価されている。今後、

高リスク群の患者に対しては、R-CHOP 療法に代わる治療強化戦略を導入する際の判断材料として KPI が有

効に機能することが期待される。 

本研究は古林勉が主導したが、古林により、後に JCOG 研究コホートで再検討され、異なる治療スキームにお

いても KPI の有用性が確認されている （Jpn J Clin Oncol 2022;52(6):583-588. doi: 10.1093/jjco/hyac039）。ま

た、本研究の発展研究として、藤野貴大、中山藍は、生物統計学教室 手良向聡教授らの御指導のもと、同コ

ホートの長期観察によって、短期的な予後高度不良症例と長期的な予後良好症例を同時に予測可能な改訂 KPI

を構築し、2025 年日本血液学会等で発表するとともに、論文執筆中である。 

  



44 Kyoto Hematology Clinical Study Group  

 

 

  



 

教室開講 20 周年・KOTOSG15 周年研究報告集・記念誌 45 

 

要旨と意義 

研究の立案は黒田純也が、指導は谷脇雅史が行い、実施は塚本拓が担当した。本研究では、リツキシマブが標

準治療となった時代における、診断時に形質転換を認めなかった高リスク濾胞性リンパ腫（FL）の臨床的およ

び遺伝的特徴を解析した。まず、リツキシマブを含む治療を一貫して受けた FL 患者 100 例（テストコホート）

の臨床データを後ろ向きに解析し、末梢血あるいは骨病変の存在が短い無増悪生存期間と有意に関連すること

を見出した。この関連性は、独立した 66 例からなる検証コホートでも再現された。 

次に、高リスク FL 腫瘍 5 例と標準リスク FL 腫瘍 9 例を無作為に選出し、全エクソームシークエンシングを

実施。全体として最も多かった変異シグネチャーは、CpG 部位での 5-メチルシトシンの脱アミノ化に起因す

る CG＞TG 変異だったが、活性化誘導型シチジンデアミナーゼ（AID）による WA および WRC （Y）モチー

フへの変異も全ゲノムを通して濃縮されていた。また、IG 遺伝子座や BCL2 遺伝子座など AID 標的領域にお

いて、クラスター化した変異の集積が確認された。 

さらに、高リスク FL 群は標準リスク群に比べて有意に多くの体細胞変異を有しており（平均 190 対 138、P 

= 0.04）、そのなかには WA（33 対 22、P = 0.038）、WRC（34 対 22、P = 0.016）、および WRCY モチーフ

（17 対 11、P = 0.004）に対する変異も含まれていた。これらの結果から、高リスク FL の背景には、AID 活

性によって引き起こされるゲノム不安定性が関与している可能性が示唆された。 

本研究は京都府立医科大学ゲノム医科学・田代啓教授ならびに同教室の多くの先生方から長年にわたる厚いご

指導のもと、次世代シーケンサー等、同教室の研究室設備を共同研究として使用させていただき、遂行した。

心から感謝を申し上げたい。また、塚本は本研究を通じて次世代シーケンサーを用いたゲノム解析およびデー

タ解析に精通し、以降の教室内での研究活動に大きな飛躍をもたらす契機となった。 
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要旨と意義 

BCL2 遺伝子再配列を伴う疾患特異的細胞遺伝学的異常は、しばしば他の細胞遺伝学的異常と共存し、濾胞性

リンパ腫（FL）の疾患進行に寄与する。本研究では、FL における BCL2 非関連細胞遺伝学的異常の予後への

影響をレトロスペクティブに検討した。独立した 2 つの研究機関で連続して FL と診断された患者 139 人のう

ち、77 人について G-banding 解析に使用するために腫瘍細胞のメタフェーズの広がりが得られた。再発性の

追加的な細胞遺伝学的異常には、染色体増加＋5 （n＝8）、＋7 （n＝16）、＋12 （n＝10）、＋X （n＝12）、およ

び染色体喪失-8 （n＝7）、-13 （n＝12）、-15 （n＝7）、および 6q- （n＝7）が含まれた。評価可能な G-banding

の結果を得た解析対象患者 77 人全員において、-15 は無増悪生存期間（PFS）の短縮と関連していたが（p = 

0.04）、この負の影響は、一次治療として R-CHOP 様レジメンを用いた治療を受けた患者 42 人では明らかで

はなかった。対照的に、6q-は、維持療法を行わずに R-CHOP 様レジメンで初回治療を受けた患者における

PFS 短縮の予測因子であった（p<0.01）が、評価可能な G-banding の結果を有する 77 人の患者全員では、こ

の負の影響は明らかではなかった。これらの結果は、R-CHOP 様化学療法後の PFS 短縮の原因となる分子領

域が 6q 染色体に存在することを示唆している。 

造血器悪性腫瘍における染色体異常の研究は、京都府立医科大学において阿部達生名誉教授の時代から続く伝

統的な学術領域であり、その流れは谷脇雅史、稲澤譲治、堀池重夫らに受け継がれてきた。本研究は塚本拓と

清田実希が実施し、京都府立医科大学の染色体研究の系譜を引き継ぐかたちとなった点に大きな意義がある。

また、本研究の実施においては、病院病理部の安川講師からの多大な協力を得た。 
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要旨と意義 

びまん性大細胞型 B 細胞リンパ腫（DLBCL）は、非ホジキンリンパ腫の中で最も頻度が高い病型でありなが

ら、細胞遺伝学的および分子生物学的には極めて不均一な特徴を持つ。本研究では、リツキシマブを含む免疫

化学療法が一般化した時代において、G-banding で同定される染色体異常が DLBCL の治療成績に与える臨床

的影響をレトロスペクティブに解析した。 

2006 年 1 月から 2014 年 4 月の間に KOTOSG 関連施設で DLBCL と診断され、R-CHOP またはそれに準じ

た治療を受けた 181 例のうち、G-banding で解析可能なメタフェーズが得られた 120 例を対象とした。その

うち 40 例は単一タイプの染色体異常を持ち、残る症例では異なるタイプの染色体異常が混在していた。これ

を「chromosomal abnormality variation （CAV）」と定義し、染色体異常進展 （Karyotypic evolution）の指標と

して評価した結果、19 例が 2 つ、44 例が 3 つ以上の CAV を有していた。 

個々の染色体切断点や数値異常は全生存期間（OS）や無増悪生存期間（PFS）とは明確な相関を示さなかった

が、3 つ以上の CAV を有する症例では OS が有意に不良であった（ハザード比 2.222、95%信頼区間 1.056‒

4.677、P = 0.031）。また、PFS においても不良傾向が認められた（HR 1.796、95%CI 0.965‒3.344、P = 0.061）。

加えて、3 つ以上の CAV は、改訂国際予後指標（R-IPI）など既存の予後指標で高リスクとされる患者群に多

く集積していた。以上の結果から、CAV の蓄積、特に 3 つ以上の CAV の存在は、DLBCL における染色体不

安定性の反映であり、同現象が実際に DLBCL の予後不良に関わることを初めて明確にした点で医学的価値の

高い研究となった。 

本研究は黒田純也の指導のもと、水野芳美が実施した。本研究を契機に、染色体不安定性や細胞分裂期チェッ

クポイント異常の分子メカニズム解明が研究室の基礎研究テーマとして発展し、のちに共同著者である藤林悠

人が、多発性骨髄腫における BUB1 の過剰発現が病態形成に与える意義を明らかにするに至った。 
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要旨と意義 

近年、がん治療の進歩により、多くの患者ががんを克服するようになった一方で、二次がん（Second Primary 

Malignancies ：SPM）の発症リスクが増加している。その背景には、遺伝的素因、環境要因、免疫機能の低下、

さらにはがん治療に伴うゲノム毒性などが関与している。これにより、がんの既往歴を持つ患者は、新たなが

ん治療において治療強度の調整（例：治療の減量）を余儀なくされる場合もある。SPM の実態調査は近代医

療現場において極めて重要な課題であり、本研究は知念良顕の指導のもと、丹波和奈が実施、黒田純也が監督

した。 

びまん性大細胞型 B 細胞リンパ腫（DLBCL）の患者 809 名を対象に、過去あるいは同時に他のがん（Multiple 

Primary Malignancies ：MPM）を有することが予後に与える影響を検討した。MPM を有する患者は 123 名に

上り、そのうち 94 名が過去に、29 名が DLBCL と同時に他のがんを発症していた。MPM を有する DLBCL

患者は有意に高齢であり（中央値：75 歳 vs 70 歳）、MPM の有無にかかわらず大多数が R-CHOP 療法を受

けていた。 

解析の結果、MPM を有する患者は全生存期間（OS）および無増悪生存期間（PFS）が有意に短いことが示さ

れた。特に国際予後指標（IPI）で高リスク群においては、MPM の存在が独立した予後不良因子であることが

多変量解析により明らかとなった。併発がんとして最も多かったのは胃がんであり、また DLBCL と同時に他

のがんが発見された症例は全体の約 3.5%にのぼった。DLBCL と胃がんや上気道がんの併発には、慢性炎症

などの共通した病態基盤が存在する可能性が示唆された。DLBCL 患者の約 15%が MPM を有しており、特に

IPI 高リスク群では予後不良との関連が強いため、こうした症例に対してはより慎重かつ個別化された対応が

求められる。また、DLBCL では、同時がんを有する可能性を念頭に置いた初期診断、ならびにフォローアッ

プの必要性が示された重要な研究結果と言える。 
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要旨と意義 

自家末梢血幹細胞移植（PBSCT）後、好中球は迅速に生着する一方で、血小板の生着が遅延する Delayed Platelet 

Engraftment （DPE）は、時に重大な臨床的課題となる。本研究では、DPE の危険因子を明らかにし、血小板

回復の時期を予測可能な、簡便かつ臨床応用可能な予測モデルの開発を目的とした。対象は、自家 PBSCT を

受けた B 細胞性非ホジキンリンパ腫患者 144 例であり、多施設共同のレトロスペクティブ研究として実施し

た。本研究は、知念良顕および黒田純也の指導のもと、山口順子が主導したものである。 

観察期間中央値は 930 日（範囲：25～5272 日）で、139 例が血小板生着（≧50.0×10⁹/L）を達成した。血小

板生着までの中央値は 19 日であり、130 例が移植後 40 日以内に生着を得たが、14 例は 60 日を超えても生着

が得られなかった。これら DPE を呈した患者では、DPE を認めなかった患者群に比べて、幹細胞採取のため

のアフェレーシス回数が有意に多く、アフェレーシス前のリンパ球数（pre-apheresis ALC ：PA-ALC）が有意

に低値であった。 

多変量解析の結果、以下の 3 因子が血小板生着遅延と独立して関連していることが明らかとなった。 

• 移植された CD34 陽性細胞数（≦2.0×10⁶/kg） 

• アフェレーシス施行回数（≧3 回） 

• PA-ALC（≦1.0×10⁹/L） 

これら 3 項目を組み込むことで、血小板生着までの期間およびその確率を予測する新たなスコアリングシステ

ムを構築した。このモデルは、自家 PBSCT 後の DPE リスクを事前に評価するツールとして有望であり、今

後の個別化医療や支持療法戦略において重要な指針となる可能性がある。 
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要旨と意義 

谷脇雅史および松本洋典の主導により実施された KOTOSG 多施設共同第 II 相試験（UMIN000008145）は、

再発または難治性（RR）の低悪性度 B 細胞性非ホジキンリンパ腫（B-NHL）およびマントル細胞リンパ腫

（MCL）に対して、リツキシマブ、ベンダムスチン、デキサメタゾン（DEX）の併用療法（RBD 療法、全 6 サ

イクル）の有効性と安全性を検証することを目的として実施された。 

試験初期プロトコールでは、DEX は高用量（HD）群として 1‒2 日目に 20 mg、3‒5 日目に 10 mg が投与され

たが、サイトメガロウイルス（CMV）抗原血症や網膜炎の高頻度な発生を受けて、後に 1‒2 日目に 8 mg を投

与する低用量（LD）群に変更された。本試験には 33 例が登録され、うち HD-DEX 群が 18 例、LD-DEX 群

が 15 例であった。全奏効率は 88%、3 年無増悪生存率は 75.5%と良好な治療成績を示した。主な有害事象は

骨髄抑制であり、グレード 3～4 の白血球減少（55%）、好中球減少（67%）、リンパ球減少（91%）が認めら

れた。非血液学的有害事象では、CMV 抗原血症（33%）および発疹（30%）が頻度高く報告された。特筆す

べきは、CMV 抗原血症（白血球 10 万個中 10 個以上）の発生率が、HD-DEX 群に比して LD-DEX 群で有意

に低下していた点であり（P = 0.0127）、ステロイド用量が感染リスクに及ぼす影響が示唆されたことである。 

以上より、RBD 療法は RR の低悪性度 B-NHL および MCL に対して高い有効性を有する治療選択肢であるこ

とが確認されたとともに、ベンダムスチン併用時の感染リスク管理やステロイド投与量の調整といった実臨床

への重要な示唆が得られた。KOTOSG の本研究成果は、今後の治療戦略に対して大きな貢献を果たすものと

考えられる。 
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要旨と意義 

本研究は、再生不良性貧血（Aplastic Anemia ：AA）を有する日本人成人 30 例を対象に、ウサギ抗胸腺細胞グ

ロブリン（rATG）とシクロスポリン A （CsA）の併用療法の有効性および安全性を、KOTOSG の枠組みにお

いて後ろ向きに検討したものである。研究の立案は志村和穂、解析は佐々木奈々が担当した。 

観察期間の中央値は 31 ヶ月、患者の中央値年齢は 54 歳であった。rATG＋CsA 療法に対する全奏効率（ORR）

は、治療開始から 18 ヶ月にかけて時間とともに上昇し、18 ヶ月時点での部分奏効以上の達成率は 66.7%に達

した。全体の 2 年生存率（Overall Survival：OS）は 79%と良好であった。75 歳以上の高齢患者 8 例では、

ORR は 62.5%、2 年 OS 率は 50%であり、75 歳未満の患者群と比較して有意な差は認められなかった。一方

で、全体の死亡率は 16.7%、75 歳以上では 37.5%、75 歳未満では 9.1%と、高齢群でやや高い傾向がみられた

が、統計的有意差には至らなかった。 

これらの結果から、rATG と CsA の併用療法は、再生不良性貧血に対して高い有効性を示し、実臨床において

も十分に実行可能な治療選択肢であることが示唆された。特に高齢患者においても一定の効果が期待できる一

方で、患者選定における慎重な判断が求められることが示された。 
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要旨と意義 

本研究は、びまん性大細胞型 B 細胞リンパ腫（DLBCL）における二次原発悪性腫瘍（Second Primary 

Malignancies ：SPM）の実態を明らかにすることを目的としたシリーズ研究の第 2 報であり、知念良顕と丹波

和奈を中心に実施された。 

DLBCL の治療成績向上により長期生存が可能となる一方で、晩期有害事象としての SPM の発症リスクが増

加する可能性が指摘されている。本研究では、京都臨床血液研究グループ（KOTOSG に参加する 7 施設にお

いて、リツキシマブを含む免疫化学療法を受けた DLBCL 患者を対象に、SPM の発症頻度および臨床的特徴

を、過去または同時性のがん既往の有無の観点からレトロスペクティブに解析した。 

追跡期間の中央値は 899 日で、対象 809 例中 58 例に計 69 件の SPM が確認された。最も頻度の高かった SPM

は胃癌であり、次いで肺癌、大腸癌の順に多く見られた。SPM の累積罹患率は経時的に上昇していたが、過去

または同時のがん罹患歴の有無による明確な影響は認められなかった。 

これらの結果から、DLBCL 患者においては、治療後の長期フォローアップにおいて SPM の発症に対する注

意が必要であることが示唆され、今後の日常診療やサバイバーシップケアにおける重要な視点を提供するもの

である。 
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要旨と意義 

未治療多発性骨髄腫(NDMM)に対してプロテアソーム阻害剤を中心とする治療とするか、免疫調節薬を軸に

した治療とするか、新規治療薬時代の黎明期には大きな課題であった。そこで、移植非適応の NDMM に対す

る標準的治療戦略として広く用いられているメルファラン・ボルテゾミブ・プレドニゾロン併用療法（VMP 療

法）およびレナリドミド・デキサメタゾン併用療法（Rd 療法）の 2 つのレジメンを最大限に活用すべく、VMP

療法 4 サイクル後に Rd 療法を継続する逐次治療戦略の有効性と実行可能性を、多施設共同第 II 相試験

（UMIN000034815）として検討した。本試験は谷脇雅史および黒田純也が中心となって企画・実施され、解

析は伊佐怜子が担当した。また、研究の一部をセルジーン社がサポートした。 

対象は中央値 74 歳の NDMM 患者 36 例で、まず VMP 療法（35 日サイクル：メルファラン 6mg/m²、プレド

ニゾロン 60mg/m²を 1～4 日目に、ボルテゾミブ 1.3mg/m²を 1、8、15、22 日目に投与）を 4 サイクル施行。

その後、病勢進行または重篤な有害事象が認められるまで Rd 療法（28 日サイクル）へ移行した。33 例が Rd

療法に移行し、VMP 後に CR を達成した 1 例については、医師の判断により VMP を継続した。その結果、

VMP 療法後の全奏効率（ORR）は 66.7%、CR 率は 5.6%、Rd 療法後は ORR86.1%、CR 率 36.1%と高い治

療効果が得られた。中央値 34.3 カ月の追跡期間において、3 年無増悪生存率（PFS）は 43.2%、全生存率（OS）

は 81.3%であった。主なグレード 3‒4 の血液学的有害事象として、好中球減少症（VMP 群 39%、Rd 群 24%）、

血小板減少症（VMP 群 11%、Rd 群 3%）が認められたが、血液学的有害事象による死亡例はなかった。以上

より、VMP 療法と Rd 療法の逐次併用は、移植非適応の NDMM に対して有効かつ実行可能な治療戦略であ

ることが示された。 

この研究の後、本邦では臨床研究法が発布され、KOTOSG の枠組みにおいて治療介入研究を実施することが

容易でなくなる時代へと移行する。 

  



62 Kyoto Hematology Clinical Study Group  

 

 

  



 

教室開講 20 周年・KOTOSG15 周年研究報告集・記念誌 63 

 

要旨と意義 

びまん性大細胞型 B 細胞リンパ腫（DLBCL）は、悪性リンパ腫の中で最も罹患率の高い病型である。その予

後に影響を及ぼす因子の一つとして、腫瘍細胞による骨髄浸潤が挙げられるが、骨髄検査に用いられる各種手

法の優劣や、それぞれの予後的意義を直接的に比較検討した研究は極めて限られている。このような臨床上重

要な課題に対する知見を深めるため、我々は KOTOSG において、多施設共同によるレトロスペクティブ研究

を実施し、骨髄検査における 4 つの手法（生検、クロット、フローサイトメトリー［FCM］、塗抹）の相互関

係および予後との関連性について検討した。本研究の立案・計画・解析は、岡本明也が主導した。 

本研究には合計 221 例の DLBCL 患者が登録され、各検査法により骨髄病変が検出された割合は、生検で 17

例（7.7%）、クロットで 16 例（7.2%）、FCM で 27 例（12.2%）、塗抹標本で 34 例（15.4%）であった。生検

とクロット検査の間では κ 係数 0.705 と良好な一致を示した一方、その他のモダリティ間の一致度は低かっ

た。一次治療として R-CHOP または類似レジメンを受けた 184 例の解析において、骨髄病変の存在は、どの

検査法で陽性と判定されたかに関わらず、無増悪生存期間（PFS）の短縮と有意に関連していた。特に、生検

と FCM を併用した場合、ハザード比は 3.33 と最も高く、予後予測能（c-index）は 0.712 であった。 

以上より、本研究は、生検と FCM の併用が骨髄病変の検出において予後的に最も有用なアプローチであるこ

とを示唆している。一方で、その他の骨髄検査法も、臨床現場における診断情報の補完手段として一定の役割

を果たす可能性があることを示した。本研究以後、京都府立医大では DLBCL における骨髄浸潤は、極力、骨

髄生検による検討を行うことが定着している。 
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要旨と意義 

第 2 世代プロテアソーム阻害薬カルフィルゾミブ（CFZ）とデキサメタゾン（DEX）、ならびにレナリドミド

（LEN）を併用する治療法は、再発・難治性多発性骨髄腫（RRMM）に対して、主要な臨床試験において有望

な治療効果を示している。しかしながら、開発段階の試験では心血管系有害事象の頻度が高く報告されており、

さらに京都府立医科大学では企業治験中に本邦初の血栓性微小血管症（TMA）を経験したことから、日常診療

への導入に際しては特に慎重な対応が求められた。また、ピボタル試験では、ボルテゾミブ（BTZ）および/ま

たはレナリドミド（LEN）に対する抵抗性患者への効果が評価されておらず、実臨床との間にギャップが存在

していた。こうした背景を踏まえ、黒田純也および古林勉の企画により、KOTOSG にてアジア人 RRMM 患

者を対象とした CFZ ベース治療（KRD：CFZ＋LEN＋DEX、KD：CFZ＋DEX）の有効性と安全性を検証す

る多施設共同パイロット前向き観察研究を実施した。本研究は三部作からなるシリーズの一環であり、主要解

析は金山（川路）悠加が担当、小野薬品工業の支援のもとで実施された。 

2017 年から 2019 年にかけて登録された 50 例の RRMM 患者に対し、KRD 療法が 31 例、KD 療法が 19 例に

実施された。奏効率（ORR）はそれぞれ 80.6%、73.7%、2 年無増悪生存率（PFS）は 58.5%、23.1%、2 年全

生存率（OS）は 79.7%、52.6%であった。多変量解析の結果、BTZ および LEN に対する不応性は、PFS およ

び OS のいずれにおいても独立した不良予後因子であることが明らかとなった。非血液学的な有害事象として

は、高血圧（42.0%）、発熱（24.0%）、倦怠感（24.0%）、感染症（16.0%）が主に報告され、重篤な心不全は

認められなかった。 

本研究により、KRD 療法および KD 療法は、慎重な患者選定と有害事象への適切なモニタリングを行うこと

で、アジア人患者においても日常診療での導入が十分に可能であり、有望な治療選択肢となり得ることが示さ

れた。加えて、本研究を通じて KOTOSG 参加施設の医療従事者が CFZ を含む治療に習熟し、日常診療への

円滑な導入と定着が実現されたことは、臨床現場における治療オプションの拡充という観点からも極めて意義

深い。一方で、本研究は、BTZ および LEN に対する不応例においても治療効果が期待される、CFZ を基盤と

した新たな治療戦略の開発と最適化の必要性を強く示唆している。  
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要旨と意義 

カルフィルゾミブ（CFZ）は、再発・難治性多発性骨髄腫（RRMM）に対する有効な治療選択肢として位置づ

けられている一方で、その使用における主な治療上の障壁として、心血管有害事象（CVAE）のリスクが指摘

されている。本研究は、KOTOSG による多施設共同前向き観察研究（UMIN000025108）と連動し、RRMM

患者 50 例を対象に CFZ 関連 CVAE に焦点を当てたアドホック解析を行ったものであり、解析は村松彩子が

担当した。 

本解析では、CFZ 関連 CVAE の発症と、患者背景、心電図・心エコー所見、さらに 18 項目に及ぶ候補バイオ

マーカーの血清・血漿レベルとの関連性を検討した。最も頻度の高い CVAE は高血圧（42%）であり、次いで

不整脈（14%）、QT 延長（10%）が認められたが、重篤な心血管イベントは観察されなかった。 

注目すべき所見として、治療前の血清インターロイキン-6 （IL-6）値が CFZ 関連高血圧の有意な予測因子であ

ることが明らかとなった。これにより、CFZ 治療に伴う CVAE のうち最も一般的な高血圧に対し、IL-6 が有

用なバイオマーカーとなり得る可能性が示唆された。 
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要旨と意義 

本研究では、再発・難治性多発性骨髄腫（RRMM）患者 50 例を対象に実施された、カルフィルゾミブ

（CFZ）を含む治療の有効性および安全性に関するパイロット観察研究の後向き解析を行い、患者の脆弱性

に関連する 3 つの主要指標―すなわち虚弱、低パフォーマンスステータス（PS）、および高齢（75 歳以上）

―が治療効果および有害事象（AEs）に与える臨床的影響について、金山（川路）悠加が解析を担当した。 

対象患者のうち 16 名がいずれか 1 つ以上の脆弱性指標を満たし、そのうち 5 名は 3 指標すべてに該当してい

た。全体の奏効率（ORR）は、虚弱、低 PS、高齢のいずれによっても有意な差は認められなかったが、虚弱

および高齢は有意に短い無増悪生存期間（PFS）と関連していた。一方で、PS の程度（PS 0‒1 vs. PS 2‒4）

は PFS に対して有意な影響を及ぼさなかった。また、3 つの脆弱性指標は血液学的有害事象のリスク増加と

関連しており、虚弱、低 PS、または高齢はグレード 3‒4 の貧血およびリンパ球減少症の発生率を有意に高め

ていた。一方で、感染を除く非血液学的有害事象との有意な関連は認められなかった。 

これらの結果は、脆弱性を有する患者において重篤な血液学的有害事象へのきめ細やかな対応が求められる

こと、そして予後評価においては、虚弱性に着目した病態特異的なアセスメントの導入が重要であることを

示唆している。 
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要旨と意義 

従来、骨髄異形成症候群（MDS）のリスク評価は、血球数、染色体異常、さらには近年注目されているゲノム

異常など、主に疾患由来の因子に基づいて行われてきた。しかし、年齢、栄養状態、炎症状態といった患者の

身体的背景が、特に脱メチル化薬治療の対象となる高リスク MDS （HR-MDS）の予後に及ぼす影響について

は、これまで十分に検討されていなかった。本多施設後ろ向き研究では、KOTOSG 関連施設においてアザシ

チジン（AZA）単独療法を受けた HR-MDS 患者 233 例を対象に、疾患関連因子と患者背景因子の双方が予後

に与える影響を解析したうえで、実臨床データに基づく新たな予後モデルの構築を試みた。本研究の想起・立

案・計画・解析は岡本明也が主導した。 

解析の結果、貧血、末梢血中芽球の存在、リンパ球数の低下、血清における低 T-cho （総コレステロール）・ア

ルブミンレベル、複雑型核型、del(7q)/-7 などが予後不良因子として同定された。これらのうち、最も高い C-

index を示した「複雑型核型」と「血清 T-cho 低値」の 2 因子を用いて、新たな予後モデル「京都予後スコア

リングシステム（KPSS）」を開発した。KPSS では、患者を以下の 3 群に分類した：良好群（リスク因子なし）、

中間群（1 因子あり）、不良群（2 因子あり）。それぞれの群における中央値全生存期間は、24.4 ヶ月、11.3 ヶ

月、6.9 ヶ月と有意な差を示し（p < 0.001）、KPSS は従来の国際予後スコアリングシステム（IPSS）よりも高

い予後予測能力を有していた。 

本研究は、HR-MDS における栄養状態を含む患者身体因子の臨床的意義を明確にするとともに、実臨床に即

したリスク層別化を可能にする予後モデルを提案した点で、今後の治療方針決定において重要な指針となる成

果である。 
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要旨と意義 

抗 CD20 モノクローナル抗体（MoAb）であるリツキシマブ（RIT）およびオビヌツズマブ（OBZ）は、B 細

胞リンパ腫（BCL）に対する免疫化学療法の中核をなす治療薬である。一方で、これらの薬剤は B 細胞の枯渇

を引き起こし、結果として抗体（Ab）産生を抑制する可能性がある。新型コロナウイルス感染症（COVID-19）

の世界的流行下において、B 細胞枯渇療法を受けた BCL 患者における SARS-CoV-2 ワクチン接種後の抗体反

応を予測することは、感染予防の観点から極めて重要である。そこで本研究では、2021 年 6 月から 11 月にか

けて京都臨床血液研究会に所属する 7 施設において、免疫化学療法中あるいはその前後に SARS-CoV-2 mRNA

ワクチンの 2 回目接種を受けた BCL 患者 131 例を対象に、RIT および/または OBZ の使用が抗体応答に及ぼ

す影響を検討した。中和抗体（nAb）の測定には、iFlash3000 自動分析装置および iFlash-2019-nCoV Nab キ

ットを用い、ワクチン接種後 14～207 日の血清を評価した。本研究の立案は黒田純也が、実施 ・解析は大西朗

生が担当した。また、分子病態感染制御・検査医学 稲葉亨病院教授の多大なご協力を得た。 

解析の結果、B 細胞枯渇療法から 12 ヵ月以内にワクチンを接種した 86 例では、血清陽性率はわずか 9.3％（8

例）にとどまったのに対し、12 ヵ月以降に接種した 30 例では 73％（22 例）が血清陽性を示した。また、ワ

クチン接種後に B 細胞枯渇療法を受けた 15 例では、13％（2 例）のみが陽性であった。多変量解析により、

抗 CD20 MoAb 療法とワクチン接種の間隔が 12 ヵ月以上であることが、良好な抗体産生と有意に関連するこ

とが明らかとなった。さらに、受信者動作特性（ROC）曲線解析により、血清陽性反応を予測する抗 CD20 

MoAb 治療後の最適な期間閾値は 342 日と同定された。 

本研究は、ワクチン接種前 12 ヵ月以内に抗 CD20 MoAb を使用した場合、BCL 患者における SARS-CoV-2 ワ

クチンに対する抗体反応が著しく低下するリスクがあることを示しており、臨床現場における接種タイミング

の最適化に重要な示唆を与えるものである。 
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要旨と意義 

京都府立医科大学眼科には、地域の眼科では診療が困難な眼附属器腫瘍性疾患症例が、極めて多く紹介される。

そのうち、原発性眼付属器粘膜関連リンパ組織リンパ腫（POAML）は、低悪性度眼付属器リンパ腫の中で最

も一般的なサブタイプである。限局性 POAML に対しては放射線療法（RT）が標準治療とされているが、永

続的な副作用を引き起こす可能性がある。他の治療選択肢としては、リツキシマブ（R）単剤療法や免疫化学

療法などがあり、これらも一定の効果を示すが、その長期的な有用性や相対的な優位性については依然として

明らかではない。また、経過観察（watchful waiting：WW）も一部の低悪性度リンパ腫では考慮されるが、

POAML における有効性は十分に検証されていない。そこで、この希少疾患の最適治療方針を確立するため、

KOTOSG からは黒田純也、古林 勉、水原健太郎、本学眼科から外園千恵教授、渡辺彰英講師、米田亜規子

博士が結集し、実態調査のための共同研究を行った。 

本研究では、2008 年から 2019 年にかけて KOTOSG 参加施設において POAML と診断された 75 例を対象

に、後ろ向き解析を実施した。腫瘍の好発部位は結膜（42.7％）、眼窩（36.0％）、涙腺（12.0％）であり、全

体の 92.0％が Ann Arbor 病期 IE に分類された。自覚症状を認めない症例では WW が選択されることが多く

（29 例）、一方で腫瘍による症状を有する症例では、局所 RT （24 例）や R 単剤療法（19 例）などの腫瘍指向

型治療が実施された。完全奏効率は RT 群で 79.2％、R 単剤群で 42.1％であった。追跡期間 60 ヵ月時点にお

いて新たな治療を要さなかった患者の推定割合は、WW 群で 69.4％、RT 群で 85.2％、R 単剤群で 53.8％で

あった。新たな治療の導入までの期間に関しては、WW 群と RT 群（中央値いずれも未到達、p = 0.187）、WW

群と R 単剤群（中央値：未到達 vs 69.0 ヵ月、p = 0.554）の間で統計的有意差は認められなかった。なお、

WW 群において将来的な治療介入の必要性を予測する特異的な因子は同定されなかった。これらより、我々の

結果は、WW が POAML、特に無症候性患者にとって受け入れ可能な治療選択肢であることを示している。 

これらの結果から、現在、京都府立医科大学では眼結膜マルトリンパ腫に対しては過剰治療を回避し、有症状

時のみ切除、もしくは局所 RT による局所制御指向型治療の方針とする方針が確立している。 
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要旨と意義 

アザシチジン（AZA）は、造血幹細胞移植の適応とならない骨髄異形成症候群（MDS）患者に対する標準的治

療法の一つであるが、治療初期における血液学的毒性により、治療中断が頻繁に発生することが課題となって

いる。本研究は、この臨床的課題の意義について疑問を持った、実施当時大学院生であった井上祐により着想・

企画・立案され、同じく大学院生であった岡本明也の指導のもとで解析が行われた。 

本研究では、MDS 患者 212 名を対象に、修正国際予後スコアリングシステム（IPSS-R）に含まれる因子およ

び AZA 単独療法初期における重度の細胞減少症が予後に与える影響を評価するため、KOTOSG 傘下の多施

設共同による後ろ向き研究を実施した。重度の細胞減少症は、治療開始後 29 日目の絶対好中球数（ANC29）

ならびに AZA 開始後 28 日以内に実施された赤血球濃縮液（RCC）および血小板濃縮液（PC）の輸血単位数

（それぞれ RCC28 および PC28 と定義）に基づき評価された。生存期間は、AZA 治療開始 29 日目以降の死

亡を指標とし、「初回サイクル後の条件付き生存期間（CS-AZA1）」として定義された。多変量解析の結果、

PC28 によって定義される重度の血小板減少症および IPSS-R による「非常に高リスク」に分類される細胞遺

伝学的異常が、CS-AZA1 における独立した予後因子であることが示された。 

これらの因子を組み合わせることで Kyoto Conditional Survival Scoring System が開発され、CS-AZA1 におけ

る有効なリスク層別化が可能となった。AZA 単独療法において、初回サイクル中の著しい PC 輸血依存性およ

び非常に高リスクの細胞遺伝学的異常は重要な予後因子であることが明らかとなった、日常診療に即座に活用

可能な重要な研究成果である。 
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要旨と意義 

2020 年代に入り、本邦でもキメラ抗原受容体 T 細胞（CAR-T）療法や二重特異性抗体といった細胞免疫療法

が導入され、再発・難治性びまん性大細胞型 B 細胞リンパ腫（r/r DLBCL）の治療成績は飛躍的に改善してき

た。しかしながら、CAR-T 細胞療法の施行までにいかにして疾患をコントロールするか、あるいは二重特異性

抗体導入までの治療戦略をどのように構築するかといった課題に対しては、再発・再燃時の予後予測が極めて

重要な鍵を握る。 

本研究では、この臨床的課題に対する解決策を模索するため、藤野貴大の立案・計画・指導のもと、井出大輔

が主導して研究に取り組んだ。一次治療として R-CHOP （または同等の）療法を受けた後に再発または進行し

た r/r DLBCL 患者 100 例を対象とした多施設共同の後ろ向き研究を実施した。 

再発・進行時の年齢中央値は 76 歳であり、初回進行からの無増悪生存期間（PFS）中央値は 11.5 ヵ月、全生

存期間（OS）中央値は 21.9 ヵ月であった。多変量解析の結果、低リンパ球／単球比（LMR）、血清 LDH 高

値、ならびに進行時の CRP 上昇が OS における独立した予後因子として特定された。これら 3 因子を組み合

わせた予測モデル―Kyoto Prognostic Index for r/r DLBCL（KPI-R）―は、OS および PFS を統計学的に有意

に層別化することに成功した。さらに、R-CHOP 療法による無イベント生存期間が 24 ヵ月未満であること、

および LMR の低値が、いかなる救済治療群においても奏効しにくいことの有意な予測因子であることが明ら

かとなった。これらの結果より、LMR は r/r DLBCL 患者における治療反応性および予後を高精度に予測する

信頼性の高いバイオマーカーであり、治療戦略の決定において有用であると結論づけた。 

現在、京都府立医科大学では、本研究で構築された KPI-R を活用しつつ、r/r DLBCL に対する個別化治療の

設計、および CAR-T 細胞療法導入の最適なタイミングの検討を症例ごとに実施している。また、LMR の臨床

的意義が確認されたことから、単球分画、リンパ球分画の更なる詳細な解析、抑制系骨髄系細胞誘導のメカニ

ズム解明と制御戦略開発という次なる研究課題に発展している。 
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要旨と意義 

多発性骨髄腫（MM）は細胞性および液性免疫の両方を低下させる疾患であり、SARS-CoV-2（新型コロナウ

イルス）パンデミック下において、MM および関連疾患を有する患者に対する COVID-19 予防のためには、

SARS-CoV-2 ワクチンに対する抗体応答を的確に予測することが極めて重要である。本研究の立案は黒田純也

が、実施・解析は大西朗生が担当した。また、分子病態感染制御・検査医学 稲葉亨病院教授の多大なご協力

をいただいた。 

本研究では、KOTOSG 7 施設において、2021 年 6 月から 11 月の期間に MM 患者および関連疾患の患者 83

名を対象に、SARS-CoV-2 メッセンジャーRNA （mRNA）ワクチン接種後の液性免疫応答およびその関連因子

を解析した。中和抗体（nAb）価を、ワクチン接種後 12 日から 210 日にかけて測定した結果、MM 患者では

40 名（48.2%）が、対照群（健康成人）では全例（100%）がワクチン接種後に抗体陽性を示した。ROC 解析

により、接種時の血清 IgM 値が 18 mg/dL を超えることが、抗体陽性化と最も強く関連するカットオフ値と

して同定された。さらに、多変量解析においても、血清 IgM 値＞18 mg/dL が良好な免疫応答を示す独立した

予測因子であることが示された。サブグループ解析では、血清 IgA 値も抗体応答と有意に正の相関を示した。

以上の結果から、免疫抑制状態（immunoparesis）が mRNA ワクチンに対する液性免疫応答の低下と強く関連

していることが示唆され、特に血清中の M タンパクを除く免疫グロブリン値が中和抗体産生能の代替バイオ

マーカーとして有用である可能性が示された研究となった。 
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要旨と意義 

未治療の高腫瘍量 （HTB）濾胞性リンパ腫（FL）に対しては、20 年以上にわたり R-CHOP 療法が標準治療の

一つとされてきた。2018 年にオビヌツズマブ＋ベンダムスチン（OB）療法が日本で承認されて以降は、これ

も標準治療として広く用いられるようになっている。ただし、本邦での日常診療における OB 療法の長期的な

有効性や安全性については情報が十分でない。そこで、本研究では、KOTOSG において、2018 年から 2021

年の間に初回治療として OB 療法を受けた HTB FL 患者 53 例を対象に、全例で追跡期間は 2 年以上をとるよ

うに観察期間を取り、多施設共同の後ろ向き研究を行った。研究の立案・計画は黒田純也、古林勉、栗山幸大

が、解析は長田浩明が担当した。 

年齢中央値は 67 歳で、濾胞性リンパ腫国際予後指標（FLIPI）による分類では 60.4％が高リスク群だった。

OB 療法による導入治療後の全奏効率は 98％、完全奏効率は 83％。追跡期間中央値は 38.5 ヵ月で、3 年無増

悪生存率（PFS）は 77.3％、全生存率（OS）は 91.2％であった。有害事象としては、グレード 3～4 の血液学

的毒性が多く、好中球減少症（58.5％）、リンパ球減少症（98.1％）が目立った。非血液学的有害事象としては

肺感染症、COVID-19、敗血症などの感染症があり、2 例（3.8％）が致死的経過をたどった。 

傾向スコアマッチ解析では、2001 年から 2019 年の間に KOTOSG で初回治療として OB 療法を受けた FL 患

者 46 例と、R-CHOP 療法を受けた FL 患者 46 例を比較したところ、PFS に有意な差はなかった。 

本研究は、高齢患者の多い実臨床において、患者の背景や病態に応じた慎重な治療選択の重要性を浮き彫りに

した。 
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要旨と意義 

本研究では、再発・難治性びまん性大細胞型 B 細胞リンパ腫（r/r DLBCL）に対するポラツズマブ・ベドチン

＋ベンダムスチン＋リツキシマブ併用療法（Pola-BR）の実臨床における有効性と安全性を検証することを目

的とし、KOTOSG 参加施設で治療を受けた 72 例を対象にレトロスペクティブ解析を行った。研究の立案・計

画・解析は藤野貴大が担当した。 

年齢中央値は 77 歳で、対象の 3 分の 1 が 80 歳以上、高齢かつ多治療歴（半数が 3 ライン以上の治療歴）と

いう背景を持っていた。奏効率は全体で 73.6％、うち完全奏効は 45.8％に達した。無増悪生存期間（PFS）の

中央値は 7.6 ヵ月。パフォーマンスステータスの不良、LDH 高値、直近治療から 6 ヵ月以内の再発は、PFS

および全生存（OS）の低下と有意に関連していた。一方、年齢 80 歳以上や非胚中心 B 細胞様（non-GCB）

であることは、予後と明確な関連を示さなかった。毒性としては、グレード 3～4 のリンパ球減少（82％）が

際立って多く、60％の症例で薬剤の減量が必要となったが、6 サイクルの治療を完遂できたのは全体の 36％に

とどまった。 

本研究は、Pola-BR が一定の治療効果を有する一方で、高齢かつ脆弱な患者においては慎重な毒性管理が不可

欠であることを示唆している。 
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KOTOSG 総説 
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KOTOSG 症例報告 
 

教室の若手医師は、大学院入学を前に、関連施設において指導医のもと、専攻医等の立場で診療に従事し、

貴重な診療の経験は学会等で報告することもしばしばである。そうした経験を英文症例報告として纏め、論

文化することは医学への貢献と同時に、臨床医としての成長に大きな教育的価値があり、教室は強く奨励し

ている。 
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骨髄異形成症候群に血栓性血小板減少性紫斑病を合併した稀有症例について、京都第二赤十字病院にて小林

裕の指導のもとで診療にあたった佐々木奈々が報告。若手血液内科医師の教育の一環として教室と関連施設

が協力のもとで行った症例報告の第一報であり、以後、同体制での教育活動が継続される最初のきっかけと

なった。 
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腎静脈に巨大な腫瘍塞栓を形成した悪性リンパ腫の剖検症例。松下記念病院にて魚嶋伸彦の指導のもと山本

（現 杉谷）末央が診療にあたり、論文化。リンパ腫として希少なイベントであるが、剖検により病態が明ら

かになった教訓的な経験といえる。 
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原因不明の高カルシウム血症の基礎疾患が血管内リンパ腫であり、かつ、血管内に充満するリンパ腫細胞にお

ける PTHrP の発現を免疫組織化学染色で証明しえた稀有症例。大津市民病院にて中尾光成の指導のもと、診

療にあたった知念良顕が論文化。 



94 Kyoto Hematology Clinical Study Group  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都第二赤十字病院におけるモガムリズマブによる中毒性表皮壊死症の治療経験を丹波和奈が報告。診療指導

は魚嶋伸彦。教訓的な症例報告である。 
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急性心筋梗塞として救急搬送された症例の基礎疾患が血栓性血小板減少性紫斑病であった教訓的な一例。大

津市民病院で中尾光成の指導のもと診療にあたった滝本（現 下村）とも子が報告。診療経過について凝固

学専門家から高い評価を受けた。 



96 Kyoto Hematology Clinical Study Group  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5q-症候群に対して短期間行ったレナリドミド治療により長期の病状安定を得た示唆的な症例の報告。京都第

一赤十字病院にて兼子裕人の指導のもと、川路（現 金山）悠加が診療にあたり、経験を報告。 
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京都第一赤十字病院において兼子裕人の指導のもと、太田沙絵子が診療にあたった回腸導管に生じた稀な

DLBCL 症例を論文報告した。CD30 陽性であることも報告当時はデータが乏しく注目された。 
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IgG4 関連疾患を基礎疾患と有しつつ DLBCL を発症した一例を川路（現 金山）悠加が報告。京都第一赤十

字病院にて内山人二の指導のもと診療にあたり、執筆。B 細胞性リンパ腫発症の素地として IgG4 関連疾患の

関連が疫学的に示唆されるなか、データが乏しい細胞遺伝学的異常について報告した。短報ながら頻回に引用

されている論文である。 
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治療法の確立していない骨髄肉腫に対して脱メチル化薬アザシチジン治療が奏効した京都第二赤十字病院で

の症例の経験を岡本明也が報告。診療指導は魚嶋伸彦。 
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本態性血小板血症と発作性夜間血色素尿症という異なるクローン性血液疾患が重複した稀有な症例の分子病

態について、次世代シーケンサーを用いて詳細にゲノム解析した報告。京都第二赤十字病院において魚嶋伸彦、

上辻由里、河田英里などの指導のもと岡本明也が報告。東京大学医科学研究所 南谷泰仁教授との共同研究。 
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免疫抑制剤や生物製剤治療中に生じる医原性リンパ腫は増加の一途にあり、近代医療の課題である。関節リウ

マチに対する Iguratimod は承認国が少なく医原性リンパ腫との関連についてのエビデンスが乏しいが、京都

第一赤十字病院において、その投与とリンパ腫の消長に明らかに相関を認めた貴重な症例を、長田浩明が報告

した。診療指導は栗山広大、内山人二らが行った。 
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迷走神経、顔面神経へのリンパ腫浸潤(neurolymphomatosis)が声帯麻痺、顔面神経麻痺の原因となった稀有症

例の福知山市民病院での経験を井上祐が報告。診療指導は平川浩一。 
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混合性白血病の diagnostic dilemma と治療の困難性に

ついて、松下記念病院での経験を村尾泰一が報告。指

導は河田英里（前）部長。 
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